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午前９時２６分 委員会開会 

○副委員長（浅田  徹） 皆さん、おはようござい

ます。 

 定刻、少し早いわけですけども、皆さん、おそろ

いになりましたので、ただいまから総務委員会を開

催したいと思います。 

 井垣委員長が欠席しておりますので、豊岡市議会

委員会条例第１０条第１項の規定によりまして、副

委員長であります私がかわって委員長の職務を行

いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 また、きょう、椿野委員も欠席ということで、委

員会、ちょっと寂しいなという思いがするわけです

けども、よろしくお願いしたいと思います。 

 さて、９月に入りました。冒頭、一般質問でも言

いましたように、大宰府天満宮と令和神社の公式参

拝をしてきました。また、そのおかげをもちまして

非常にきょうも日よく風やわらか、そんな心境でお

りますので、爽やかに進めてみたいと思います。お

二人の欠席のように、今、夏の疲れが出る時期かな

と思います。委員の皆さん、職員の皆さん方は十分

健康にご留意して職務にご尽力いただきたいな、こ

んな気持ちでございますので、ひとつよろしくお願

いしたいと思います。 

 それでは、まず、この委員会、きょう、あすの２

日間の審査の予定についてお知らせしたいと思い

ます。審査の順序でございますけども、お手元の審

査日程表のとおりに議案の順序を変更しまして、本

日は当分科会に分担されました第８７号議案、一般

会計決算認定議案の説明、質疑、討論、表決まで行

い、その後、本日の分科会審査の意見、要望まとめ

を行う予定でおります。あすはまず当委員会に付託

されました議案の審査として個別に説明、質疑、討

論、表決を行います。次に、分科会に分担された議

案の審査として、個別に説明、質疑、討論、表決を

行っていきます。その後、分科会審査の意見、要望

のまとめを行い、さらに委員会審査の意見、要望の

まとめを行っていきたいというふうに思っており

ます。 

 本日の当局出席者についてでございますが、審査

日程表に合わせまして、午前、午後に分けて所管部

署の職員の皆さんに出席いただくよう要請してお

りますので、ご了承よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 委員の皆さんには、総務委員会次第とは別に審査

のための資料をお配りしております。資料の右肩に

議案番号を記載しておりますので、それを見ながら

審査をよろしくお願いしたいと思います。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんにおかれ

ましては、質疑、答弁につきまして、要点を押さえ

簡潔明瞭に行っていただき、スムーズな議事進行に

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、副委員長、

副分科会長の指名の後に、マイクを使用して必ず課

名と名字を名乗ってから、説明に当たりましては資

料のページ番号をお知らせいただきますようによ

ろしくお願いをしたいと思います。 

 それでは、ここで委員会を暫時休憩します。 

午前９時３０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時３０分 分科会開会 

○副分科会長（浅田  徹） 分科会を開会します。 

 それでは、これより３協議事項、１の分担案件の

審査について入っていきたいと思います。 

 それでは、第８７号議案、平成３０年度豊岡市一

般会計歳入歳出決算の認定についてを議題といた

します。 

 第８７号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収支

に係る調書、財産に関する調書等についてでござい

ます。 

 十分な質疑時間を確保するために、当局の皆さん

におかれましては、新規事業や前年度から大きな変

更のあった事業及び主要事業等を主に説明をして

いただくようによろしくお願いしたいと思います。 

 当局の説明は、まず、決算概要について、財政課

長からご説明をいただき、その後、組織順で課ごと

に所管に係る歳出歳入、実質収支調書、財産調書等

を続けてご説明をお願いします。 
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 質疑は説明が終わった後に一括して行います。 

 それでは、早速説明をお願いしたいと思います。 

 まず、畑中財政課長のほうから全体概要というこ

とでお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○財政課長（畑中 聖史） それでは、平成３０年度

決算認定議案に関しまして一般会計決算について

概要をご説明させていただきます。 

 まず、決算書をごらんいただきたいと思います。

決算書の６００ページ、６０１ページでございます。

後ろのほうになっておりますが、実質収支に関する

調書でございます。６００ページ、６０１ページで

ございます。平成３０年度の一般会計の決算額とい

うことで、一番左が一般会計でございますけれども、

歳入総額が４７０億１，２３８万６，０００円、単

位１，０００円でございますが、歳出総額が４４９

億８，３９３万３，０００円ということになってお

ります。翌年度への繰越財源１２億５６０万６，０

００円を除きました実質収支額が８億２，２８４万

７，０００円の黒字ということになっております。

前年度の実質収支額との差し引きであります単年

度収支額ということで、参考の欄の上から２段目に

なりますが、これが２０３万４，０００円の黒字と

いうことになっております。 

 また、年度中の財政調整基金への積立金や取り崩

し額など、黒字、赤字要素を加味しました実質単年

度収支につきましては、一番下段になりますが、３

億７，５４９万６，０００円の赤字ということにな

ってます。これは地方財政法で積み立てが必要とさ

れております平成２９年度、前年度になります、３

０年度決算から見ますと前年度の剰余金の２分の1

以上を積み立てるということになりますが、これを

４億２，０００万円、財政調整基金ではなく公共施

設整備基金に積み立てたことによることが要因と

なっております。この実質単年度収支につきまして

は、あくまでも財政指標上の赤字であるという点で

ご理解をいただきたいと思っております。 

 一般会計決算につきましては、歳入は地方消費税

交付金ですとか自動車取得税交付金などが増額と

なった一方で、市税、地方交付税繰入金などが減額

となりまして、全体として対前年度比８９億６２７

万７，０００円、１５．９％の減となっております。 

 戻っていただきまして、決算書の７ページをごら

んいただきたいと思います。そこにございますよう

に、済みません、その前に先ほど言いました地方交

付税ですけれども、普通交付税は合併算定がえの縮

減５０％の影響などによりまして、約１億４，００

０万円の減ということでございます。また、平成２

９年度に財政調整基金から公共施設整備基金へ７

０億円積みかえましたことが大きく原因となりま

して、繰入金が大きく減少、決算額としましても大

きく減少しております。まずその辺をご理解いただ

きたいと思います。 

 それでは、決算書の７ページでございますけれど

も、総括表ということでございます。先ほどは１，

０００円単位で申し上げましたけれども、一般会計

の歳入総額、歳出総額はそちらに記載のとおりにな

っております。 

 翌年度の繰越額、実質収支額につきましては、８

億２，２８４万７，３５４円という黒字となってお

ります。黒字の要因といたしましては、歳入では歳

出予算と比較して市税収入が約９，１００万円増額

となっております。一方、歳出では、扶助費ですと

か除雪経費などの執行残、また、繰越明許費の入札

残などで総額９億１，４００万円程度の不用額が生

じておりまして、８億２，０００万円の実質収支と

なっております。 

 それでは、次に、８ページ、９ページをごらんい

ただきたいと思います。歳入歳出決算款別総括表と

いうことでございます。 

 ９ページの左の一番下、歳入の合計欄ですけれど

も、収入済額といたしましては、先ほど申し上げま

した４７０億１，２３８万６，４３２円ということ

でございます。主なものですけれども、地方交付税

は先ほど申し上げたとおりとなっております。１４

の国庫支出金でございますが、臨時福祉給付金給付

補助金が約２億４，０００万円減少したこと、また、

住宅分の社会資本整備総合交付金というものがあ
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りまして、これが約２億５，０００万円減少したこ

とにより、国庫支出金約４億円の減少となっており

ます。１８の繰入金ですけれども、先ほど来申し上

げております財政調整基金から公共施設整備基金

への積みかえ、これが平成２９年度でございまして、

この影響で約７４億４，８００万円の減ということ

でございます。また、２０の諸収入につきましても

約３億６，０００万円の減額となっておりまして、

これは平成２９年度に円山川運動公園の移転補償

金が入っていたわけなんですけども、これが減少し

たということでございます。また、自主財源の比率

でございますけれども、３０年度決算一般会計では

自主財源３４．６％ということになっております。

昨年度は４３．６％ということで、９ポイント下が

っておる状況になっておりますが、先ほど来申し上

げております財政調整基金から公共施設整備基金

への積みかえにより自主財源が大きくなったとい

うことでございまして、これが積みかえがなかった

場合の平成２９年度の自主財源比率としましては、

３５．５％ということでございまして、実際でした

ら０．９ポイントほど下がっているということにな

ろうかと思います。 

 次に、不納欠損でございますが、９ページの真ん

中の列の最下段に書いてございますが、６，２１３

万２，６７５円ということでございます。収入未済

額の総額はその隣ですけれども、１５億３，７５９

万７，７４４円ということになっております。収入

未済額から繰越事業の未収入特定財源であります

国庫支出金ですとか負担金等、これらが収入未済額

としまして８億７，０４９万６，９３７円ございま

す。こちらを控除しましたら６億６，７１０万円、

約６億６，７００万円が実質の滞納額ということに

なるものでございます。 

 続きまして、１０ページ、１１ページをごらんい

ただきたいと思います。歳出のほうでございます。 

 歳出では、１１ページ左側の一番下でございます。

支出済額としましては、先ほど来申し上げておりま

すとおり、４４９億８，３９３万３，０１５円とい

うことでございます。主な歳出額の増減でございま

すと、総務費が昨年度よりも約７３億８，０００万

円減と、繰り返しですけども、基金の積みかえ７０

億円がこの要因となっております。８の土木費です

けれども、これが昨年度よりも約９億５，０００万

円減となっております。雪害対策費としまして約２

億３，０００万円、それから普通建設事業としまし

て約８億２，０００万円減額になっていることによ

るものということでございます。また、１２の公債

費につきましては、市債元金が平成２９年度より約

１７億８，０００万円大幅に減となっております。

これは平成２９年度に空港周辺整備事業に係りま

す起債約１７億円ですけれども、これを満期一括償

還したことによるものでございます。 

 １１ページの中ほどの列で、翌年度繰越額の欄の

一番下段でございます。歳出の合計としましては２

７億９，３００万３，０００円ということになって

おります。この金額を翌年度に繰り越すということ

でございます。その右側の不用額につきましては、

先ほどもちらっと申し上げましたが、９億１，４２

３万４，９８５円と、これが実質収支額の黒字にな

る大きな要因というようなことでございます。 

 主な財政指標につきまして、概要を説明させてい

ただきたいと思います。皆さんお持ちの資料編とい

うファイルの中をごらんいただきたいと思うんで

すけども、背表紙に資料と書いてある……。その中

に令和元年９月議会提出予定議案という資料がご

ざいまして、その最終ページに、３１ページになり

ますが、主要な財政指標ということで財政指標を掲

げております。平成２８年度から３０年度の主要な

財政指標を普通会計ベースで記載しておるもので

ございます。 

 普通会計ですけれども、一般会計に診療所事業及

び霊苑事業の特別会計を加えるなどの調整を行っ

たものでございまして、ちょうど３１ページの真ん

中あたりに経常収支比率ということで数字が上が

っております。平成３０年度につきましては９０．

５％ということで、平成２９年度が９１．３％でご

ざいますので、０．８ポイント改善をしてるという

ようなことが見てとれます。この主な原因としまし
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ては、３０年度の歳入のうち経常一般財源が約２８

９億５，０００万円ぐらいございます。これが対前

年度比１億９，９００万円、約２億円減額となって

おります。主な理由としましては、普通交付税の約

１億４，０００万円の減額ということが効いており

ます。 

 また、歳出では、経常一般財源を充当いたします

経常的経費というのがございまして、これが約２６

２億円でございまして、これが対前年約４億円減額

となっておるということでございます。主な要因と

しましては公債費が約４億２，０００万円ほど減額

となっていることによるものなんですけれども、経

常一般財源のほうが０．７％減少しておるんですけ

れども、一方、経常一般財源を充当する経常的経費、

歳出のほうも１．５％減少していると。歳入も０．

７％減少しておりますが、歳出が１．５％減少して

るというようなことで実質収支比率が０．８ポイン

ト改善したというような結果となっております。 

 その下に、２つ下に実質公債費比率と将来負担比

率ということでございますけれども、これはあした

の健全化判断ということで、報告第１６号のほうで

詳細を説明させていただきたいと思っております。 

 なお、決算の状況の資料としましては、別に豊岡

市決算の概要という資料を配付させていただいて

おります。こういった豊岡市決算の概要ということ

で、中を開いていただきますと、グラフとかを多用

して過去１０年間の数字とかを載せております。か

なりわかりやすいというように思っておりますの

で、こちらのほうもまたごらんいただきたいと思い

ます。 

 一般会計の概要につきましては以上のとおりで

ございます。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 それでは、順に宮本議会事務局次長からお願いし

たいと思います。 

 次長。 

○事務局次長（宮本ゆかり） それでは、ここから各

課からの個別説明に入らせていただきます。 

 まず、歳出についてご説明いたします。決算書８

４ページ、８５ページをお開きください。こちら、

議会費になっております。 

 まず、人件費ですが、人件費のうち議員等に係る

人件費は、一番上の議員報酬、それから１０行ほど

下の議員期末手当、それからその下の議員共済組合

負担金、その下、非常勤職員公務災害補償保険料、

合わせまして総額１億９，０１７万８，８５８円と

なっております。こちらのほうは２９年度の決算額

と比較いたしますと１，２００万５，２４４円の増

額となっております。この要因といたしましては、

平成２９年１０月に一般選挙が行われ、議員数が定

数の２４人となりました。平成３０年度は年度当初

からこの２４人分の支払いとなりましたことによ

ります増額が主な要因となっております。 

 それでは、その下、議会管理費になります。１，

４８５万６，２２５円になっております。対前年で

７８万１，３５０円の減額となっております。若干

各費目の増減はございますが、主な要因といたしま

しては、２９年度には議場の音響設備のリチウム電

池を交換いたしまして、７２万円ほどの支出がござ

いました。それが単年度で終わっておりますので、

３０年度には減額が発生したというふうに考えて

おります。 

 その下、議会運営活動費になっております。７５

６万３，２４６円、対前年比で１８８万２，２６７

円の減額となっております。こちらのほう、２９年

度に正副議長室及び会派控室のパソコンの更新を

行いまして、１６０万円程度かかっておりました。

それが単年度で終わっておりますので、その分が３

０年度には減額となったことが主な要因だという

ふうに考えております。 

 続きまして、歳入になります。７７ページをごら

んください。７７ページ、雑入になります。上から

９行目あたりに災害見舞金がございます。２５１万

３，３３８円のうち、議会事務局分は１２万４，５

３８円となっております。これは平成３０年度の７

月豪雨災害に対する見舞金になっております。全国

市議会議長会から５万円、それから近畿市議会議長
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会から３万円、兵庫県の市議会議長会から４万４，

５３８円、見舞金や義援金を頂戴しておりまして、

総額１２万４，５３８円となっております。 

 議会事務局からは以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 次に、山口秘書広報課長。 

○秘書広報課長（山口 繁樹） それでは、同じく決

算書の８９ページをごらんください。中段少し下に

あります秘書渉外費でございます。前年度比較で６

４万９，０８３円の減となっております。これにつ

きましては、普通旅費の減や功労者等のお葬式の件

数が少なかったことによる交際費の減が主な要因

です。 

 続きまして、同じページの最下段から９１ページ

上段の表彰栄典費でございます。功労者表彰や感謝

状贈呈のための経費です。これにつきましては、前

年度比較で３５万３，３０７円の減となっておりま

す。功労者表彰におきまして、一昨年よりも自治功

労者が７名少なかったことによるものです。 

 続きまして、９３ページをごらんください。最下

段から９５ページの上段にあります広報広聴事業

費でございます。市広報等の発行や市のホームペー

ジ管理のための経費です。これにつきましては、前

年度比較で１，４６１万７，９６５円の増となって

おります。昨年度は市のホームページシステムをリ

ニューアルしておりまして、これに係る業務委託料

が純増となっていることによるものです。 

 続きまして、１０３ページをごらんください。中

段少し下の多文化共生推進事業費でございます。民

間の国際交流協会などの日本語教室の運営増に対

する補助金などの経費です。これにつきましては、

前年度比較で９７万１，２９１円の減となっており

ます。一昨年に行いました在住外国人のための生活

便利帳の作成、これの初期費用がなくなっているこ

とによるものです。 

 続きまして、同じページの下段にあります国内交

流推進事業費でございます。これにつきましては、

隔年で開催しております姉妹都市の上田市への市

民バスツアー、これがある年でありましたので、前

年度比較で７万８，６２５円の増となっております。 

 続きまして、歳入で６５ページをごらんください。

下段の雑入のうちの広告料でございます。このうち

市広報での広告料は増減なし、市ホームページへの

広告料は件数が７件減少したことにより６３万円

の減となっております。 

 続きまして、ほぼ最後のページ、６１３ページを

ごらんください。有価証券でございます。上から３

つ目、株式会社ＦＭたじまで５００万円ありまして、

前年度と増減はございません。 

 秘書広報課は以上でございます。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 続きまして、井上政策調整課長、お願いします。 

○政策調整課長（井上 靖彦） まず、歳出でござい

ます。９３ページをごらんください。中ほどから少

し下になりますが、行革推進事業費３２万１，０９

３円でございます。これにつきましては、行革委員

会の運営に係る事務費と業務の改善に関する職員

の視察や職員向けの講演に係る費用でございます。 

 その下、戦略的政策評価事業３５３万３，２４３

円は、戦略的政策評価を推進するための職員研修や

政策モニタリング調査に係るものでございます。主

なものですが、業務委託料２１６万５，４００円が

ございます。これは２つございまして、一つは職員

に対して戦略的政策評価の研修を５日間にわたっ

て行うものです。平成２９年度までは東京に職員を

派遣して研修を行ってきましたが、平成３０年度か

ら豊岡市で実施をしております。もう一つは昨年度

から基本構想に基づいた戦略体系図を作成したた

め、新たな指標を設定し、それを図るため、モニタ

リング調査の質問を新たに検討するということを

行いまして、それの委託を同じく行っております。 

 その上になりますが、通信運搬費９２万７１４円

は、政策モニタリング調査に係る郵送料でございま

す。実施時期を７月から１月に変更したため、昨年

度は２回この調査を行っております。よって、前年

より増額となっております。今年度からはまた１回
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に戻っております。 

 続きまして、１０３ページをごらんください。上

段のほうにございます企画調整費でございます。２，

８３６万７，６０１円です。これにつきましては、

定住自立圏構想、広域連携、国県要望などに係る費

用でございます。報償金の３万６，０００円につき

ましては、定住自立圏共生ビジョンを検討する委員

の謝礼でございます。負担金２，７８２万８，００

０円は但馬広域行政事務組合及び但馬自治会等へ

の負担金となっております。 

 続きまして、１０９ページをごらんください。最

上段、地方創生推進費です。１，２７６万２，６８

９円のうちＵＩターン戦略室と総務課及び大交流

課を除いた２４２万６，６９８円が政策調整課所管

分でございます。地方創生戦略会議の開催と地方創

生の全体調整等に係る事業になります。 

 中段になりますが、国庫負担金等精算返納金につ

きましては、出石観光センター機能強化事業補助金

の返納金を県へ返金したものでございます。 

 続きまして、１１１ページをごらんください。中

段の戦略的政策分野研究費４４８万９，５７０円で

す。昨年度、戦略的政策室が行っていた慶應大学と

の共同研究と課税データを用いた相対的貧困率の

算出に係る費用でございます。負担金の地域研究事

業費１５０万円は、ＳＤＧｓの視点による住み続け

られるまちづくりの研究で、但東町高橋地区及び但

東中学校をフィールドに実施をしております。その

下、地方自治体政策検証事業２００万円は、ジェン

ダー課題に関する調査研究に係るもので、市内女性

等１８名へのヒアリング調査と分析を行っており

ます。 

 続きまして、歳入の説明をさせていただきます。

３８ページ、３９ページをごらんください。 

 下段のほうになります国庫補助金の２０目地方

創生推進交付金でございます。１億３，８２５万７，

５９９円です。この交付金は地方創生総合戦略に掲

げた事業のうち、英語教育、コミュニケーション教

育推進、ＵＩターンプロモーション、コウノトリ育

むお米のブランド化推進など、３９事業に対して対

象経費の２分の１の交付を受けているものでござ

います。 

 続きまして、４８ページ、４９ページをごらんく

ださい。これも下段のほうになりますが、県補助金

の１２目ひょうご地域創生交付金でございます。５，

９４９万２，４５７円です。この交付金は国の地方

創生推進交付金に該当しない事業を県が独自に支

援をするものでございます。平成３０年度に創設さ

れました。ワークイノベーション戦略、キャリアデ

ザインアクションプラン戦略の策定、観光ビジョン

策定、婚活イベント等、３０事業に対して、こちら

も対象経費の２分の１の交付を受けております。 

 最後に、７５ページをごらんください。最下段に

なります。先ほど歳出のとこで説明いたしました出

石観光センターの機能強化事業の補助金の返納金

でございます。１４８万１，４８１円です。これは

平成２７年度地方創生関連交付金を活用した出石

観光センター機能強化事業補助金２，０００万円に

含まれる消費税相当額を事業者から返納を受けた

ものでございます。以上でございます。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 それでは、畑中財政課長、担当課分をお願いしま

す。 

○財政課長（畑中 聖史） 歳出から説明させていた

だきます。 

 まず、８７ページをごらんいただきたいと思いま

す。一番下段の一般管理費ということですけれども、

財政課所管分の主なものとしまして８９ページの

真ん中からやや上のところに業務委託料がござい

まして、公会計システム構築業務というのがござい

ます。４８２万７，６００円でございますが、これ

はいわゆる財務４表といいます財務書類の作成と

公会計システムの導入に係る経費ということにな

っております。 

 少し飛びまして、９５ページをごらんいただきた

いと思います。中段やや下に財政管理費がございま

すが、そのもうちょっと下のほうに業務委託料の財

務会計システム改修業務ということで、９１万８，
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０００円がございます。これは新元号対応のための

システム改修経費ということでございます。 

 ９９ページをごらんいただきたいと思います。９

９ページ真ん中よりやや上ですけれども、土地管理

費ということでございます。主に財政課所管の普通

財産の管理を行う経費となっておりますが、その中

で数行下ですけれども、解体工事費ということで７

１２万８，０００円、倉庫ということになっており

ますけれども、これが老朽化した旧ＪＡの内川支店

と旧自衛隊倉庫と呼んでる倉庫がございまして、そ

れが老朽化して危険だということで解体した経費

となっております。 

 その下に基金管理費でございますけれども、基金

管理費の中の財政調整基金ということでございま

す。このうち１億９６３万円のうち１億円が財政課

所管分でございまして、特別交付税の確定に伴いま

して、専門職大学に対して８億円の寄附を行うとい

うことをしておりますけれども、その寄附に対して

事前に基金へ積み立てを行っていくということで

１億円積み立てたものとなっております。 

 それから、めくっていただきまして、１０１ペー

ジでございます。ちょっと真ん中あたりになります

けれども、公共施設整備基金積立金ということで４

億２，０００万円でございます。先ほど来説明して

おりますけども、平成２９年度の決算剰余金、歳計

剰余金をこちらのほうに積み立てたということで

ございます。 

 少し飛びますけれども、４３６ページ、４３７ペ

ージをごらんいただきたいと思います。公債費のペ

ージになっております。市債の元金、利子、一時借

入金の利子でございますけれども、まず４３７ペー

ジの１つ目にあります市債元金でございます。これ

が昨年度よりも約１７億８，０００万円、２２．０％

の減となっておりますが、先ほども申し上げました

が、平成２９年度に空港周辺整備事業に係る起債、

約１８億円を満期一括償還したことによるという

ものでございます。 

 また、その下にあります市債利子でございます。

昨年度より約７，５００万円の減で１５％程度減っ

ておるという状況でございます。 

 それから、真ん中よりちょっと下ですけれども、

土地取得費ということで、１億５８０万８，４５１

円でございます。これは土地開発基金で所有してい

る土地を買い戻すというものでございまして、一つ

はずっと続けております竹貫の太陽光発電の収益

によりまして土地開発基金から土地を買い戻すと

いう分がございまして、これが３，９５０万円とな

っております。今回２，４１４．６７平米を買い戻

すことができました。全体で３万１，３９４．５３

平米、３万１，４００平米ほどございまして、その

うち３０年度末で２９．３％買い戻しができたとい

うことでございます。この１億５８０万円のうち、

あと２件ございまして、豊岡市昭和町にあります土

地を４，６６３万円ほどで買い戻した分と、江本の

土地を２，３２２万円ほどで買い戻したものでござ

います。 

 その下にございます市債管理基金積立金でござ

います。これはのじぎく債の満期一括償還の財源と

して９，０００万円を積み立てております。 

 それと、４３６ページの一番下にあります予備費

でございます。予備費でちょうど真ん中あたりにマ

イナス表示で８８４万円ということになっており

ます。この８８４万円が予備費から流用したという

ことでございまして、主には大阪北部地震の被災地

支援のために職員が行ったわけなんですけども、そ

の旅費などがございまして、全部で６４件予備費流

用をしておるという状況でございます。 

 続きまして、歳入でございます。戻っていただき

まして２０ページ中段やや上の地方譲与税から始

まりまして２４ページの交通安全対策特別交付金

までが財政課所管となりますが、この中では増減の

大きいものについてご説明をさせていただきたい

と思います。 

 ２３ページで上から２つ目にあります株式等譲

渡所得割交付金、これが４，２９７万９，０００円

でございますが、前年度より２，２９２万５，００

０円、３４．８％の減となっております。 

 その下の地方消費税交付金ですけれども、１５億
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２９３万１，０００円ですが、前年度より７，２６

９万６，０００円、５．１％の減となっております。 

 その２つ下の自動車取得税交付金ですけれども、

１億５，９８０万９，０００円ですが、前年度より

２，８５２万３，０００円、２１．７％の増となっ

ております。 

 それから、２４ページをごらんいただきたいと思

います。一番上、地方交付税でございますが、総額

では１７７億７，４６６万４，０００円となってお

りますが、２５ページ上段にありますように、普通

交付税が１５２億７，０００万円余り、これが昨年

度よりも１億３，９２３万７，０００円の減という

ことになっております。また、特別交付税につきま

しては、最終的に２５億１３４万１，０００円とい

うことになっておりますが、例年、全国でもトップ

クラスの交付を受けておったんですけども、３０年

度につきましては全国で２１番目というような状

況でございます。雪が降らなかったことが大きく影

響してるのかなというふうに考えております。 

 それから、少し飛ばしていただきまして、５３ペ

ージをごらんいただきたいと思います。下から２つ

目の土地売払収入ということで、１億６１７万４，

８９２円でございますが、このうち財政課分としま

しては、１億２９９万円余りということでございま

す。主なものとしましては、出石町の袴挟にありま

した旧農工団地という土地を約２万９，０００平米

ほどあるんですが、これを５，４００万円で売却し

ました。また、旧東保育園の土地、これが約１，７

００平米ほどあるんですが、これは建物つきで１，

４５０万円で売却したもの、また、九日市下町に以

前土地開発公社が保有してた土地がありましたが、

それを１，２９０万円で売却したものなどでござい

ます。 

 それから、５９ページをごらんいただきたいと思

います。真ん中あたりに太陽光発電事業特別会計繰

入金ということで６，４００万円余りありますが、

このうち財政課所管分としましては３，５９５万円

ということで、先ほどから言っておりますが、売電

収入をもとに土地開発基金から土地を買い戻すも

のということでございます。 

 それから、その２つ下になりますが、財政調整基

金の繰入金でございます。財調基金としましては５

億４，２４０万５，０００円繰り入れておりますが、

いわゆる財源不足として繰り入れた分としまして

はこのうち５，０００万円ということになっており

ます。 

 それから、その下の市債管理基金でございますが、

３億１，８２６万８，０００円でございます。この

うち平成２４年度許可債でのじぎく債を発行して

おりますが、３億円ですが、これを借りかえせずに

全額返済ということで１億５，０００万円繰り入れ

しております。また、庁舎整備事業費の起債という

ことで１億６，１００万円繰り入れておるところで

ございます。３億１，８２６万８，０００円から差

し引きしますと、それ以外に７２６万８，０００円

ございます。これは過疎ソフト事業の借り入れに係

る交付税未算入部分の償還に充てるために取り崩

しを行ってるということでございます。 

 続きまして、財産調書のほうをお願いしたいと思

います。財政課所管分としまして６０８ページ、６

０９ページ、たくさん項目がありますけれども、ま

ず、宅地の部分の上から４行目に、下水道事業代替

地、その６行ほど下になりますが、旧城南保育園、

さらにそこから６行ほど下に旧東保育園、その２行

下に豊岡市九日市下町、さらにその下に寿分譲宅地

残地、そこからまた数行下に日高日置宅地、さらに

二、三行下の豊岡警察署庄境駐在所というようなと

ころがございます。こちらのあたりの土地を民間及

び国に売却しております。 

 また、次に、山林の欄にございます上から３行目

に口小野右岸開発事業ということがございます。そ

れからその下の雑種地の中に、上から４行目、旧農

工団地予定地ということですが、先ほど出石町袴挟

の土地を売りましたとご説明いたしましたが、それ

がこの分になります。それからその他のところの上

から２行目で旧竹貫分譲地ということで、これが竹

貫の地場ソーラーの分と、売電収入を財源として土

地開発基金から買い戻して普通財産にしてるとい
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うことでございます。 

 ６１０ページ、６１１ページをごらんいただきた

いと思います。普通財産の建物でございます。６１

０ページの旧東保育園園舎っていうのは、先ほど江

本の建物つきで売却したということで説明しまし

たけども、それがこの分となります。また、その下

の元自衛隊倉庫と６１１ページの上から１行目の

旧ＪＡ内川支店ということは取り壊しとあります

けれども、この２つを危険だということで取り壊し

を行っておるということでございます。 

 ６１４ページに出資による権利ということでつ

けさせていただいておりますけども、財政課分は変

更はございません。上から３段目の土地開発公社の

出資金と真ん中よりやや上、地方公共団体金融機構

出資金ということでございます。 

 続きまして、６１７ページに基金の表がついてお

ります。まず、財政調整基金でございますが、基金

につきましては、いわゆる出納整理期間という概念

がございませんので、３月末日で一旦取りまとめて、

次ページに、６１８ページに参考債権という形で記

載しております。財政調整基金であれば決算末現在

として５，２００万円上がっておりますが、６１７

ページと６１８ページにあるものの合計が年度末

の残高という形になります。財政調整基金につきま

しては６１７ページが５２億２，３１０万６，００

０円、次のページが５，２００万円と言いました。

合わせて５２億７，５１０万６，０００円というこ

とが年度末残高というふうになっております。 

 ６１７ページ、財政課所管分としましては財政調

整基金の下の市債管理基金２３億６００万円余り、

その２つ下の公共施設整備基金７６億円余りとい

うこと、それから下から６行目ぐらいですけども、

土地開発基金、これが５億５，２８４万６，０００

円と次ページに債権としまして６万６，０００円ご

ざいますので、合わせた額が年度末残高ということ

になります。 

 ６１８ページの一番下段に不動産土地開発基金

ということでございまして、土地開発基金としまし

ては土地として年度末１８万１，７８６．５８平米

というような状況でございます。 

 財政課、長くなりましたが、以上でございます。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 続きまして、原田防災課長、お願いします。 

○防災課長（原田 泰三） それでは、決算書の３４

１ページになります。歳出をまず説明したいと思い

ます。 

 非常備消防事業費ということで、ちょうど１行目

に消耗品費で７６４万８，７０３円とありますけど

も、これにつきましては、昨年、消防団員への配備

品として主なものといたしましてＬＥＤヘッドラ

イト、ゴーグル、漏水防止のゴムバンド等を購入し

て支給しているという状況でございます。 

 同じく３４１ページのちょうど真ん中辺あたり

に補修工事費ということで４０６万４，８００円と

いうのがございます。これにつきましては、分団車

庫の屋根であったりシャッター等の修繕、それから

老朽化した火の見やぐらの撤去、それに伴うホース

タワーの新設等に伴う工事費用として支出をして

おります。 

 同じく３４１ページの下から１３行目とちょっ

とわかりにくいんですけど、防火水槽整備事業費と

いうことでございます。修繕料で３３５万５，５６

０円というのが上がっておりますが、これにつきま

しては、老朽化して人が落下する危険があるような

地上式のフェンスで囲まれた防火水槽のフェンス

であったり、老朽化した防火水槽の躯体の漏水を防

止するための工事であったりと緊急を要する防火

水槽の修繕費用に充てております。 

 ３４１ページの下から２行目ぐらいに繰越明許

費ということで消火栓の負担金の関係があるんで

すけども、これにつきましては、日高と出石の市道

だったり県道であったりの関連する工事の影響で

遅延をしてたりとかいうようなことで翌年度に繰

り越しているというものでございます。 

 続いて、３４５ページをお開きください。災害対

策事業費というのが上から５行目ぐらいのところ

にありまして、その９行目になります消耗品費でご
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ざいますが、これにつきましては、３０年度につき

ましては災害対策で現場に赴く都市整備部の職員

であったりコウノトリ共生部の職員であったり、あ

と振興局の地域振興課の職員用に救命胴衣やヘル

メットライトを支給配備しております。またあわせ

て避難所なんかに行く職員にもヘルメットライト

を配備しております。 

 続きまして、３４７ページでございます。ちょう

ど上から３行目の設置工事費ということなんです

が、これにつきましては、Ｊ－ＡＬＥＲＴ受信機の

関係でございます。国の方針によりまして全国的に

更新するものでございます。これによってさまざま

な情報処理能力の向上が図られるというものでご

ざいます。 

 同じく３４７ページの５行目でございますが、防

災行政無線整備事業費でございます。全体で３億７

２３万３，３２０円となっておりますが、そのうち

の投資委託料に設計監理ということで７２０万３，

６００円というのがございます。これにつきまして

は、デジタル化の整備工事に係る工事の監理委託業

務、それからそれの委託料のうち平成３０年度分に

当たる５５８万３，６００円、それから整備事業費

全体の実施設計の委託料１６２万円を合わせたも

のでございます。 

 また、その下に整備工事費として３億円上がって

おりますが、これにつきましては、防災行政無線の

デジタル化整備工事費全体で１１億９，４４８万円

のうちの平成３０年度分の支払い分でございます。

３０年度分につきましては３５％の進捗率という

ようなことになっております。 

 それから、その下の地域防災充実事業費というの

がございますが、印刷製本費に上げております４７

万９，３００円につきましては、３０年３月に兵庫

県が津波の新想定を公表いたしまして、これに伴っ

て７月に沿岸部のお宅に津波ハザードマップを配

付するためにマップの印刷代として使ったもので

ございます。 

 また、その下の業務委託料５４万円につきまして

は、このマップ等の関係で避難場所なんかが廃止に

なったり名称が変更になったり、そういったような

ことに伴うデータの修正をするために業務委託を

した費用でございます。 

 同じく３４７ページのちょうど真ん中あたりに

合同防災訓練負担金というのがございますが、１３

１万５，０００円でございます。これにつきまして

は、昨年の９月２日に実施されました兵庫県但馬地

域合同防災訓練の豊岡市分の負担金になります。こ

の訓練の内容につきましては、メーン会場が香美町

だったんですけども、そちらでは津波避難訓練や救

出救護訓練、それから避難所の開設、運営訓練だっ

たり、ＪＲの香住駅では乗客の避難、誘導訓練があ

ったりとかいうようなことで、そういったメーン会

場のほか、サブ会場の一つとして豊岡市で沿岸部に

おける津波避難訓練を実施いたしました。豊岡市で

は１，５００名ぐらい避難訓練に参加いただいてい

るところでございます。 

 歳出につきましては主なものとしては以上でご

ざいます。 

 続きまして、歳入の部でございますが、今度は４

９ページをお開きください。こちらの下から２項目

めぐらいに災害対策補助金ということで、災害救助

費の繰りかえ支弁金というのがございますが、これ

につきましては、７月豪雨で避難所の開設をした関

係で、それに伴う経費の一部がこの対象としてお金

をいただいたというような内容でございます。これ

に２４万９，５２７円の歳入がございます。 

 続きまして、７７ページに飛びます。ちょうど上

から９行目あたりに災害見舞金ということで、先ほ

ど議会事務局のほうからも議会関係の見舞金のお

話があったんですけども、そのほかにも例えば日本

共産党中央委員会さんだったりとか、市長会だった

りとか、あとは兵庫県の消防協会だったりとかって

いうことで、合わせて２５１万３，３３８円を見舞

金として基金のほうに繰り入れているというよう

な状況でございます。 

 防災課からは以上でございます。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 
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 それでは、続きまして土生田コミュニティ政策課

長、お願いします。 

○コミュニティ政策課長（土生田祐子） 私のほうか

らは、コミュニティ政策課と各地域振興局の地域振

興課コミュニティ分を合わせて説明させていただ

きたいと思います。 

 １４９ページをごらんください。３段目です。人

件費９，３５０万５，８５８円です。これにつきま

しては、地域マネジャー２９人分、コミュニティ支

援員４名分、事務補助員２名、合わせて３５名分の

人件費です。対前年比といたしましては、３，２０

６万２，１７１円、１２名の減ということですけれ

ども、この分につきましては、コミュニティづくり

交付金のほうに算入しております。 

 続きまして、１０行目をごらんください。同じペ

ージの１０行目です。地域コミュニティの活性化交

付金５７７万８，０００円のうち、創生事業交付金

が２００万円、活動促進事業といって手挙げの交付

金なんですけれども、３７７万８，０００円になり

ます。１５１ページの１０行目です。済みません。 

 続きまして、コミュニティづくり交付金です。こ

れは一括交付金で１億３，７３２万４，４２６円で

前年対比３，３０６万６，０００円です。この件に

つきましては、先ほど説明いたしましたとおり、コ

ミュニティ支援員が市嘱託職員から雇用というか

コミュニティづくり交付金算入されまして、その分

の増となります。これはコミュニティ組織の運営費

として財政支援をしているところです。 

 それから、少し下に下がりまして、コミュニティ

センター管理費になります。９，５１８万２，７７

８円、対前年比は２，４３０万１７８円の減になり

ます。２９センターの維持管理費で、減額理由は改

修工事等の減となります。 

 それから、下から６行目になります。コミュニテ

ィセンター個別施設計画策定業務費３３４万８，０

００円につきましては、新規事業でして、長寿命化

に伴う維持管理、修繕費等の将来的に必要な負担金

を把握するという意味で計画を策定しております。 

 続きまして、１５３ページになります。上から６

行目のところです。これにつきましては、補修工事、

１，９１４万７，９６８円ということで、港コミュ

ニティセンター１，２６７万８，７６８円、清滝コ

ミュニティセンターにつきましては６４６万９，２

００円となっております。 

 それから、歳入のほうに移らせていただきます。 

 ２７ページ、中段の少し下になりますコミュニテ

ィセンターの使用料です。４８９万１，０１０円と

いうことになっておりますけど、対前年比といたし

ましては、６７万６，５７０円の減になりまして、

たび重なる台風であるとかでキャンセルが出たと

いうことはあるんですけれども、減の原因の特定は

できておりません。 

 ６１ページをごらんください。３項目めです。７

億３，８７０万６，０００円のうち、コミュニティ

分につきましては、２，０００万円がコミュニティ

推進事業費に充てられております。 

 それから、ページ変わりまして、７３ページ中段、

１５行目になります。市有物件配分金及び共済金と

いうことで、１７８万２，０２７円のうち９１万８，

０００円は西気地区に落雷がありまして、その部分

を共済会より収入しております。 

 続きまして、ページ飛びます。８３ページになり

ます。３項目めです。過疎債対策事業債の１億４，

６５０万円のうち、コミュニティづくり交付金で３，

４７６万円、それからコミュニティ活性化交付金で

８７万４，０００円、それぞれ過疎債を充てられて

おります。 

 そして、行政財産に関する調書、６０８ページと

なります。雑種地の中で６段目になります。奈佐地

区コミュニティセンターの３３０平方メートルな

んですけれども、コミュニティセンターの道路渡り

まして、郵便局側に広場がありまして、これを駐車

場として利用されたい旨の意向がありまして、確認

したところ、台帳に未記載であることが判明いたし

ましたので、今回ここに計上しております。 

 コミュニティ政策課からは以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 
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 それでは、説明は終わりました。（「委員長、こ

の分は」「まだあります」と呼ぶ者あり）コミュニ

ティの分だけは全部いうことやったね。 

○コミュニティ政策課長（土生田祐子） はい、コミ

ュニティ分だけです。 

○副分科会長（浅田  徹） その分だけで、ああ、

はい、はい、ごめんごめん。 

 それでは、引き続き振興局のそれぞれ担当課長か

らお願いしたいと思います。 

 谷垣城崎地域振興課長、お願いします。 

○城崎振興局地域振興課長（谷垣 一哉） それでは、

恐れ入りますけれども、決算書の１２８ページ、１

２９ページをごらんいただきたいと思います。１２

８ページ、１２９ページ、下のほうでございますけ

れども、城崎振興局費に係る決算についてご説明い

たします。 

 内容につきましては、１２９ページの備考欄、下

から１２行目から次のページ、１３１ページ中段付

近の自動車管理費までということでございます。 

 まず、１２９ページの庁舎管理費でございますけ

れども、総額で１，１７６万７，９５４円の執行と

しております。この内容につきましては、振興局内

の事務並びに庁舎の維持管理に関する経費という

ことで１３１ページまで予算科目と金額を計上さ

せていただいております。 

 なお、平成３０年度におきましては、庁舎の大き

な修理等も行っておりませんので、例年並みの管理

などに係る必要な経費というところでございます。 

 次に、１３１ページをお開きいただきたいと思い

ますけれども、上から１６行目のところに自動車管

理費がございます。総額で８８万９，２８５円の執

行額となっておりますけれども、リース車４台を含

む城崎振興局管理の公用車１１台分の自動車の管

理費でございます。これにつきましても変更はござ

いませんので、例年並みの管理に係る必要な経費と

いうふうなことで支出をしているところでござい

ます。 

 次に、歳入でございますけれども、歳入の予算科

目並びに金額等につきましては、例年と大きな変動

は特にございません。 

 城崎振興局からは以上でございます。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 続きまして、福井竹野地域振興課長、お願いしま

す。 

○竹野振興局地域振興課長（福井 正幸） １３１ペ

ージをお願いいたします。１４目竹野振興局費庁舎

管理費につきましては、開閉式パーティション設置

工事のほか、竹野振興局通常経費で光熱水費、電気

設備、エレベーター等の保守点検、宿日直業務の委

託料が主なものでございます。 

 次のページの自動車管理費につきましては、振興

局が管理しております公用車７台の管理費でござ

います。 

 飛びまして３７７ページをお願いいたします。３

７７ページ下段のほうですけども、仲田光成記念全

国かな書展開催事業費の主な内容ですが、人夫賃は

作品整備のために雇い入れた臨時職員の３か月分

の賃金で、報償金は応募作品の審査のための審査員

報償であり、費用弁償は審査員の旅費です。印刷製

本費は募集チラシ、ポスターなどの印刷であって、

業務委託料は、主な内容につきましては、会場設営

及び額装委託料の費用です。 

 続いて、歳入について説明いたします。 

 ７５ページをお願いします。雑入なんですけども、

上から１２行目です。美術展等出展料の仲田光成記

念全国かな書展への出品料及び表具料の負担金で

す。 

 私からは以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 続きまして、和藤日高地域振興課長、お願いしま

す。 

○日高振興局地域振興課長（和藤 達也） 日高振興

局費についてご説明申し上げます。 

 まず、１３５ページの庁舎管理費でございます。

ちょっと下段のほうの備考欄でございますけども、

基本的には経常的な管理経費でございますが、１３
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７ページの備考欄の中盤あたりの整備工事費につ

きましては、日高庁舎長寿命化多機能化事業の初年

度として日高庁舎の２階の改修、老朽化している高

圧受電設備の更新等を行ったものでございます。こ

れによりまして、この春から豊岡市商工会が日高庁

舎の２階を事務所として執務をされております。豊

岡市商工会の日高庁舎の２階の移転につきまして

は、商工会からの要望による改修も行っておりまし

て、その分につきましては決算資料の６９ページ、

済みません、そっち見ていただきたいんですが、上

から１１行目のとおり、商工会から工事負担金とし

て６９万７，６８０円を雑入、工事費負担金として

収入しております。 

 それから、済みません、もう一回１３７ページに

戻っていただきたいんですけども、中盤あたりの自

動車管理費でございます。リース代５台を含む日高

振興局管理公用車１１台分の管理費でございます。

例年のとおりの管理で特別なことはございません。 

 日高からは以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 続きまして、村上出石地域振興課参事、お願いし

ます。 

○出石振興局地域振興課参事（村上 忠夫） まず、

１０３ページをごらんください。決算書１０３ペー

ジです。上から５行目の設置工事費についてです。

１，５８９万７，３２０円のうち、９３万９，６０

０円が出石庁舎東側駐車場内の危険コンクリート

ブロックの塀の改修工事分でございます。 

 続きまして、１３７ページをごらんください。１

３７ページの一番下の枠になります庁舎管理費で

ございます。対前年３３９万７，０８４円の減とい

うことになりますが、主な内容につきましては、下

から２行目、修繕料、こちらが上水用の給水ポンプ

ユニットの取りかえ、それから機械室の空調機器の

取りかえ等で２５８万１，９７７円を支出しており

ます。 

 それから、次の１３９ページをごらんください。

中ほどになります。補修工事費、これにつきまして

は、防火シャッターの９カ所の改修、それから排煙

窓の７カ所の修理など庁舎設備修繕に７２９万８，

６４０円を支出しております。 

 次です。飛んで３８５ページをごらんください。

中ほどやや下の出石永楽館歌舞伎開催事業費につ

いてでございます。昨年１１回目の開催となりまし

たが、例年より少し早目に開催しまして１０月１８

日から２４日の７日間、全１３回公演で実施をいた

しております。チケット４，５００枚全て完売とい

うことでございました。 

 支出総額は対前年でいきますと１，０００万円余

りの減で、総額で７，２２４万２，９７０円。主な

ものにつきましては、４行下の印刷製本費、こちら

がポスター、あるいは番付、チラシ等の印刷という

ことで２９４万４，４０４円、それから３行下にな

ります手数料です。こちらにつきましてはチケット

販売、新聞折り込み等々の手数料ということで４４

３万６，９０３円を支出。それからさらに５行下で

す。歌舞伎公演の事業委託料で、こちらが松竹に対

して５，０２２万円の支出となってございます。次

に、会場借り上げ料、こちらにつきましては、期間

中の永楽館、それから近隣の楽屋としての施設の借

り上げということで１０４万１４６円の支出とし

ております。それからその次の自動車借り上げ料で

ございます。こちらは役者、スタッフ等関係者の送

迎用のバスの借り上げということで２４５万１，１

３０円、さらにその次の建物借り上げ料につきまし

ては、同じく関係者の宿泊料ということで６６４万

９，５７０円を支出しております。 

 次に、３８７ページをごらんください。上から４

行目になります。伝統的建造物群保存地区保存事業

費でございます。こちらにつきましては、対前年で

いきますと４，３２０万円余りの減となってござい

ますが、こちらにつきましては特に前年、２９年度

の辰鼓楼の大改修であったりとか、それから修理・

修景事業件数の減によりまして大きく減となって

おり、１，８４１万３，１７０円ということになり

ます。主な内容につきましては、一番下になります

国県補助金、こちらが１，６７３万６，０００円と
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いうことで、これは修理・修景事業３件に対する補

助金となってございます。 

 続きまして、歳入につきましてご説明を申し上げ

ます。 

 ３９ページをごらんください。３９ページでござ

います。中ほどの少し下にございます社会教育費補

助金の４つ目になりますけども、重要伝統的建造物

群保存地区保存修理費の補助金８４０万４，０００

円、これにつきましては、先ほど申し上げました修

理・修景事業３件に係ります国庫補助金ということ

で、補助率２分の１でございます。 

 次に、４９ページをごらんください。４９ページ

です。これも中ほどになります。同じく社会教育費

補助金の３つ目で、同じく重伝建の補助金なんです

けども、こちらが県費補助金に係るもので４２０万

２，０００円ということで補助率４分の１となって

ございます。 

 次に、６１ページをごらんください。６１ページ

です。中ほど少し上になりますけども、地域振興基

金の繰入金７億３，８７０万６，０００円のうち、

２００万円が永楽館歌舞伎開催事業費分でござい

ます。 

 次に、６５ページをごらんください。６５ページ

の一番下の枠になります。雑入の６行目ですね、パ

ンフレット広告料ということで６１万２，０００円

のうち６０万円が歌舞伎公演に係ります番付の協

賛金です。 

 次に、６７ページをごらんください。６７ページ

の上から５行目です、書籍等１１３万６，０６８円

のうち１０５万１，０００円が歌舞伎番付の販売収

入となってございます。 

 次に、７３ページをごらんください。７３ページ

の下から１３行目になります、歌舞伎開催事業の協

賛金５６万円、これにつきましては、地元観光協会

等からの協賛金、さらにそれに加えまして出石まち

づくり公社からの子供割引減収分に対する補填と

いうことでいただいております。その３行下になり

ます。永楽館自主事業助成金４２５万３，０００円

につきましては、日本芸術文化振興会から受けたも

のでございます。また、下から２行目の部分です、

兵庫県市町村振興協会市町交付金、いわゆる宝くじ

交付金でございます。５，０９２万８，１６６円の

うち、１，０７３万２，９７０円が歌舞伎開催事業

分でございます。 

 次に、めくっていただきまして７５ページをごら

んください。上から７行目です、永楽館の入場料５，

４１６万７，６００円のうち歌舞伎の公演チケット

販売分につきましては、５，３０４万６，０００円

となってございます。 

 最後です。ちょっと飛びますけど、６０２ページ

をごらんください。財産に関する調書でございます。

６０２ページの一番上です。本庁舎の土地１１９平

方メートルが増加しておりますが、これにつきまし

ては、めくっていただきまして６０４、６０５ペー

ジをごらんください。行政財産土地に関する調書の

一番上に記載しております出石庁舎敷地に係るも

のでございまして、昨年１０月、出石庁舎南駐車場

内に登記上、個人名義の用地が存在してるというこ

とが判明しました。相続人に対しまして状況説明、

土地の提供について依頼を行った結果、寄附による

土地提供にご理解とご協力をいただきましたこと

から、市への所有権移転登記を完了しまして、今回、

台帳に記載をさせていただくものです。以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 では、最後です。大石但東地域振興課長、お願い

します。 

○但東振興局地域振興課長（大石 英明） １４１ペ

ージをごらんください。中ほどに庁舎管理費但東地

域振興課としまして１，４１６万４，７６５円を支

出しております。２９年度に比べまして１，７３４

万円余りの減額となっておりますが、２９年度は庁

舎の整備工事を行ったわけでございますが、３０年

度は大きな整備工事等なかったため、大きな減額と

なりました。 

 その下段、下から４行目になります。自動車管理

費１８４万７，０８５円は、庁舎の公用車６台の管

理経費となっております。 
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 次に、ちょっと飛びますが、４０１ページをごら

んください。上から６段目になります。但東市民セ

ンター管理費１９６万９，１５３円は、市民センタ

ーの管理に係るものでございます。市民センターに

おきましても、２９年度は補修工事を行ったわけで

ございますが、３０年度は大きな工事がなかったた

め、２９年度、前年度に比べまして３４０万円余り

の減額となっております。 

 歳入につきましては、例年と大きな変動はありま

せんので、省略させていただきます。 

 以上で説明を終わります。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 それでは、説明は終わりました。 

 分科会を暫時休憩したいと思います。再開は１１

時でお願いします。 

午前１０時４７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５７分 分科会再開 

○副分科会長（浅田  徹） それでは、おそろいで

すので、休憩前に引き続き分科会を再開したいと思

います。 

 今の当局の説明につきまして、質疑はございませ

んか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ２点ほどお尋ねしたいと思う

んですが、まず１つは議会事務局、８５ページの…

…。 

○副分科会長（浅田  徹） えっ、何ページ。 

○委員（村岡 峰男） ８５ページ。 

○副分科会長（浅田  徹） ８５ページ。 

○委員（村岡 峰男） 簡単なことなんですけど、議

員の共済というんか、年金制度がなくなってかれこ

れ１０年になると思うんですけどね。今歳出の中で

議員共済の議員共済組合負担金３，９９０万円何が

しがあるんですけども、金額の根拠といつまで続く

んかなと。議員のほうの共済はなくなっておるのに

ね。 

○副分科会長（浅田  徹） 宮本次長、お願いしま

す。 

○事務局次長（宮本ゆかり） 議員共済組合の負担金

につきましては、まず１つが事務費の負担金として

お１人当たり１万３，０００円の２４人分、それか

らそのほかの負担金といたしまして標準報酬総額

に１００分の３８．２の率を掛けて、それを２４人

分ということで計算式がなされております。それに

伴いましてお支払いさせている金額となっており

ます。 

 この負担金がいつまでということにつきまして

は、また後ほどお調べしてご報告させていただきた

いと思っております。 

○副分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 議員年金制度が廃止されて１

０年余りね、この制度が継続しとる間はわかるんで

す。もう制度があらへんのになぜ負担金が続くのか。

現にもらっとる大先輩の皆さんがいうのがあるか

らというのはわかるんですけども、それだけの根拠

ですか、これあるのは。 

○副分科会長（浅田  徹） 宮本次長。 

○事務局次長（宮本ゆかり） まだ引き続き年金の支

給がございますので、事務的な経費だというふうに

考えております。 

○副分科会長（浅田  徹） よろしいか。 

○委員（村岡 峰男） わかりましたいいです。 

 もう１点いいですか。 

○副分科会長（浅田  徹） はい、村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 土地売却の関係で、どこだあ

わからへんだけんな、東保育園を建物つきで売却を

して一千何百万円だったか、ページどこだけえな、

６１０とはちゃうな……（「売却やから、歳入のほ

う」「５３ページです」と呼ぶ者あり）５３……（「土

地売払収入のところね」と呼ぶ者あり）あっ、ここ

ね、はい、東保育園の園舎、土地を建物つきで１，

４５０万円だって説明でしたね。これも建物、土地

は業者に売却されたと。入札か何かですか。 

○副分科会長（浅田  徹） 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） いわゆる土地のキャンペ

ーンということで、秋から冬にかけて行うキャンペ
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ーンの際には競争入札で売却をします。それの期間

が一旦過ぎましたら、翌年またキャンペーンに係る

までの間はいわゆる随契で売却をします。この旧東

保育園の土地、建物つきにつきましては、随契期間

でございまして、その際に民間の方に１，４５０万

円で売却したものでございます。以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 保育園で建物は保育園として

はもう使える代物じゃないんですよね。何が言いた

いかいったらね、東保育園はそれに対して業者に１，

４００万円と。日高の商工会は、建物は価値がねえ

からといって解体費用引いて５６０万だったかな、

場所的にいっても面積的にいっても日高に比べた

ら高いですね、これ、ええ値で売っとんなるなと思

って。 

○副分科会長（浅田  徹） 畑中課長。 

○財政課長（畑中 聖史） この旧東保育園の土地に

つきましても、建物分は除却費用を減額した上で１，

４５０万円という金額が出ております。ちょっと手

元に今幾らだったかを持っておりませんが、減額を

しておるものでございます。 

○委員（村岡 峰男） ええよう売りなったな。 

○副分科会長（浅田  徹） 畑中課長。 

○財政課長（畑中 聖史） 基本的に土地の売却につ

きましては、鑑定を入れた上で売っておりますので、

そこから入札の場合は高い値がつく可能性もあり

ますけど、一応最低価格は鑑定価格ということでご

理解いただきたいと思います。以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） よろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） はい、いいです。 

○副分科会長（浅田  徹） 宮本次長。 

○事務局次長（宮本ゆかり） 先ほど村岡議員のほう

からご質問がありました議員の共済会の件です。制

度廃止に伴う経過措置としての給付に関する費用

というものにつきましては、地方議会議員共済会が

保有する残余の積立金を除き地方公共団体が負担

することというふうになっておりますので、給付に

要する費用がなくなるまでは割合的に地方公共団

体が負担するというふうになってこようかと思っ

ております。以上です。 

○委員（村岡 峰男） そうか、まだまだ相当続くい

うことですね。はい、わかりました。 

○副分科会長（浅田  徹） ほかにございませんか。 

 足田委員。 

○委員（足田 仁司） ５３ページの下から３つ目か

な、備考欄の下から３段目、土地売払収入で、説明

の中に旧農工団地という表現だったんですけど、出

石の袴挟ということで２万９，０００平米、結構広

い土地なんですけども、もともと何に使われてて、

売却先、差しさわりなければ教えてください。 

○副分科会長（浅田  徹） 畑中課長。 

○財政課長（畑中 聖史） もともと土地開発基金で

旧出石町の時代に取得した土地でございまして、名

前のとおり、ちょっと詳細は存じ上げませんが、農

工団地という名目で買われた土地でございます。売

り先はアールエスエルという建設業界の共同で出

資されているような会社だったと思うんですけど

も、そこがいわゆる建設残土を埋め立てるために豊

岡市内で土地を求められて探しておられまして、規

模に合致するというような形で売却させていただ

いたものでございます。以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） ひょっとしたら昔、畜産基地

とかいう名前だったのかなと思って。（「自分が一

番よう知っとる」と呼ぶ者あり）名前が違ったから

別のスペースがあったんかなと思いまして。 

 続いてよろしいですか。 

○副分科会長（浅田  徹） はい、どうぞ。 

○委員（足田 仁司） ７５ページの一番下、出石観

光センターの返納金２，０００万円余りの事業費の

消費税相当分。ちらっと聞いたことがあるんですけ

ど、補助事業を実施する際に消費税がかかるかから

ないが何か漏れていたとかいう話を聞いたことが

あるんですけど、補助事業を実施した団体が最終的

に責任をとってる形になってます。その間に市とし

てのいろいろ指導ですとか、補助事業ですからいろ

んな制限もあると思いますけど、そういった事業の

進め方、何でこの消費税相当分がおっちゃったのか、
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それも事業が完了して、もうみな竣工式も全部終わ

ってからこういった事態になってるというふうに

ちらっと伺ったんですけど、そのあたりの経過とど

こにそんな原因があったのかをお尋ねします。 

○副分科会長（浅田  徹） 政策調整課の井上課長、

お願いします。 

○政策調整課長（井上 靖彦） これは原因としまし

ては、補助金の交付決定後に国の要綱の改正がされ

まして、制度改正による影響の認識が職員のほうに

なかったというのがございます。それと事業者への

説明が十分ではなかったということがありまして、

こちらのほうも十分に対応ができてなかったとい

うことでございます。これを受けまして、再度、職

員には、補助金の取り扱いにつきまして周知を図っ

たというところでございます。以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 済みません、忘れないうちに、

３４７ページ、地域防災充実事業費で津波ハザード

マップを作成する事業、ハザードマップを作成され

た後に、沿岸部のお宅に配付したという説明があっ

たと思いますけど、豊岡市が抱える防災上マークす

る沿岸部の住宅戸数は全体で何戸あって、対象のお

宅には全戸配付したということでしょうか。 

○副分科会長（浅田  徹） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 今のご質問ですが、戸数

が正確ではないんですが、配付対象となった世帯と

いうのは約４，２００枚、４，２００軒ということ

になりますけど、そこは恐らく各振興局などにスト

ックする分も入っているので、印刷部数が４，２０

０なので、それに近い数字になるのではないかとい

うようなことが１つ想定されますのと、配付対象区

なんですけども、竹野地区につきましては濱須井、

切濱、西町、それから竹野浜自治会の７区、それか

ら宇日、田久日というような区になりますし、あと

港地区でいいますと瀬戸、津居山、小島、気比、田

結、それから城崎地区でいいますと桃島、湯島、今

津、楽々浦、戸島、来日、結、それから簸磯、上山、

二見、このあたりプラス田鶴野のほうが一部近くま

で来る、玄武洞のあたりまでってなことが少し想定

されるので、赤石、下鶴井まで配付しておりますの

で、今言いましたような地区がほとんどが港地区と

城崎、それから竹野の沿岸部というようなことにな

ると思います。 

○副分科会長（浅田  徹） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 続けていいですか。 

○副分科会長（浅田  徹） はい、いいです。今の

件は。 

○委員（足田 仁司） 今ので了解しました。 

 もう１点、別の別件ですけど、出石の歌舞伎のこ

とでちょっとお尋ねしますが、毎年盛況だという、

事業はうまくいってるようですが、評判というかう

わさでは事業はうまくいってるけど採算面では赤

字とちゃうんかという、そんなうわさも流れてまし

て、今お聞きすると財源確保に相当苦心されて、あ

りとあらゆる財源を引っ張って苦労されてるのが

伝わってくるんですけども、実態としては事業の収

入支出のもうかってるのか損してるのか、そのあた

りを教えてください。 

○副分科会長（浅田  徹） 村上地域振興課参事、

お願いします。 

○出石振興局地域振興課参事（村上 忠夫） 先ほど

財源の内訳、歳入のほうでご報告させていただいた

んですけども、要は宝くじ交付金であるとか、そう

いったものを除いた収支でいきますと、完全に赤字

です。これはもうずっと以前から市長も一般質問の

答弁でもお答えをさせていただいてるんですけど

も、そもそもは客席数が３５０足らずというような

ことですので、歌舞伎公演を採算ベースに乗せるこ

とは基本的に難しいというようなことを言われて

おります。じゃあ、その年によって赤字がどれぐら

いなんっていうのは実は、芸術文化振興基金の助成

金が年によりましてたくさんいただけたりとか全

くないっていうような年もありますんで、どれぐら

いの赤字が出てるんだっていうのは年によってか

なり差があるということでお答えできませんけど

も、参考までに例えば直近の５カ年の平均でいきま

すと、兵庫県の市町村振興協会の交付金であるとか

地域振興基金の繰入金なども含めて考えましても
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一般財源の持ち出しが平均して６３０万円程度、３

０年度につきましては全額いろんな交付金を充て

ていただいて一般財源持ち出しがゼロということ

にはなってございますが、それを含めても過去５年

間で見てみますとそれぐらいな、１公演当たりに単

純に計算しますと４５万円程度の赤字というよう

な計算になります。 

○副分科会長（浅田  徹） よろしいか。 

○委員（足田 仁司） はい。 

○副分科会長（浅田  徹） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） デジタル無線のことについて

ちょっと１点。先ほど平成３０年度、３５％ぐらい

だということで聞きました。計画どおりなのかいう

ことと、それから完了が今の年度でいくと何年度末

完了予定でしたっけ、それだけちょっとお聞かせく

ださい。 

○副分科会長（浅田  徹） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 計画では２７．５％ぐら

いということで３０年度末までのを見込んでたん

ですけども、それに対して３５％という進捗になっ

てます。主なものっていうのは戸別受信機の製造で

あったりとか屋外拡声子局とかの交換中であった

りとか、いろいろとそういったものになります。 

 それから、整備の計画年度なんですけども、一応、

令和２年度末というのが最終ということになりま

す。 

○副分科会長（浅田  徹） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） ありがとうございます。令和

２年度ということで聞きました。計画よりかは、予

想してたよりかは平成３０年度、３５％、２７から

３５％、進捗は早目に進んでってということで、順

調に進捗しているということで理解したらいいで

すね。（「はい」と呼ぶ者あり）今の完了年度が令

和２年度の年度内だけども、若干、令和２年度内で

あっても進捗はちょっと早くなるという理解でえ

えんでしょうか。エンドは変わらない。 

○副分科会長（浅田  徹） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 今のアナログの設備なん

かの撤去とかもありますので、そういった期間を見

込んでるというようなことになります。 

○委員（芦田 竹彦） はい、わかりました。 

○副分科会長（浅田  徹） 質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副分科会長（浅田  徹） それでは、質疑を打ち

切ります。 

 以上をもちまして分科会審査の午前中の部を終

了したいと思いますが、ここで委員の皆さん、当局

の皆さんから何かございましたら、ご発言お願いし

たいと思います。 

 ないようですので、明日１８日水曜日の委員会審

査は午前９時３０分から当委員会室で行いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。どうもあり

がとうございました。 

 それでは、委員の皆さんには、これより分科会を

暫時休憩いたします。再開は午後１時から。 

午前１１時２０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時５７分 分科会再開 

○副分科会長（浅田  徹） 皆さん、こんにちは。

気を引き締めていきましょう。 

 それでは、定刻に少し時間ございますけど、皆さ

んおそろいですので、午前中に引き続いて分科会を

再開したいと思います。 

 午前中に引き続き、井垣委員長が欠席しておりま

すので、豊岡市議会委員会条例第１０条第１項の規

定によりまして、副委員長でございます私がかわっ

て委員長の職務を行いますので、よろしくお願いい

たします。 

 それでは、座って進めたいと思います。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんにおかれ

ましては、質疑、答弁に当たりましては、要点を押

さえ、簡潔明瞭に行っていただき、スムーズな議事

進行についてのご協力をよろしくお願いしたいと

思います。 

 なお、委員会及び分科会での発言につきましては、

副委員長、副分科会長の指名の後、マイクを使用し

て、課名と名字を名乗ってから、説明に当たっては

資料のページの番号をお知らせいただくようによ
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ろしくお願いをしておきます。 

 それでは、協議事項に入らせていただきます。 

 休憩前に引き続き、第８７号議案、平成３０年度

豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定についてを議

題としたいと思います。 

 ８７号議案中、当分科会の審査を分担されました

のは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収支に

係る調書、財産に関する調書についてであります。

十分な質疑時間を確保するために、当局には、新規

事業や前年度から大きな変更のあった事業及び主

要事業を主として説明いただくように依頼してい

るところでございます。 

 当局の説明につきましては、まずは全体の人件費

に係る部分について、人事課長からご説明をいただ

き、その後、組織順で課ごとに所管に係る歳入、歳

出、実質収支調書、財産調書等を続けてご説明をい

ただきたいと思ってます。 

 質疑につきましては、説明が終わった後に一括し

て行いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 ここで、財政課長のほうから発言求められていま

すので、よろしくお願いします。 

○財政課長（畑中 聖史） 午前中の分科会のほうで、

土地の売払収入につきまして、旧東保育園の土地を

１，４５０万円で売却したわけなんですけれども、

その際に、キャンペーン中は入札で売却し、それ以

外は随意契約で売却するということを申し上げま

した。東保育園は随意契約で売却したと申し上げた

のですが、実はキャンペーンとして売却したもので

ございました。訂正して、おわびいたします。以上

でございます。 

○副分科会長（浅田  徹） はい、了解しました。 

 それでは、順次説明をお願いしたいと思います。 

 まず、山本人事課長、人件費についてでございま

すけども、よろしくお願いいたします。 

○人事課長（山本 尚敏） 人件費につきましては、

本日、右肩に８７番と番号を振りました資料をお配

りしております。平成３０年度決算人件費の状況

（一般会計）と表題に上げてる資料でございます。

平成２９年度の決算の額と比較してまとめており

ますので、これに基づきまして、特徴的なところを

説明させていただきたいと思います。 

 まず、給料です。２９年度と比較しまして４，８

３９万９，０００円の増額ということになっており

ます。給料につきましては、職員の昇給とか、人事

院勧告ございまして、それによって国家公務員も改

定されましたので、それに準じて改定をしておりま

す。平均改定率０．２％のベースアップということ

でございます。それにより増額とか、それから退職

者と、それから新規の採用者との給与差による減額

などもございますので、そうしたものを差し引きし

て反映した状況でございます。 

 その次に、その他の手当で、大きいのは期末勤勉

手当です。２，６２７万９，０００円の増額という

ことになっております。これも人事院勧告に基づく

改定がございまして、勤勉手当の支給率、年間０．

０５月分増額ということになってございます。それ

と、給料月額、ベースアップしたこともありまして、

こういった増額ということになっております。 

 それから、時間外勤務手当につきましては、２９

年度と比較してマイナスの１９４万９，０００円と

いうことになっておりますが、ここのところ、ほぼ

横ばい状態といった状況でございます。 

 それから、共済組合負担金です。９９０万９，０

００円の増額ということの結果になっております。

これは、給料の改定を反映したりとか、そうした部

分もございまして、増額という状況でございます。 

 それから、その下の退職手当組合の負担金でござ

います。４，０２４万６，０００円の減額となって

おります。これにつきましては、２９年度、負担率

が１０００分の１７０だったところが１０００分

の１５５ということで、引き下げになりましたので、

それを反映した状況でございます。 

 それから、その他というところで、２９年度と比

較して４，９７３万２，０００円の減額ということ

になっております。このその他の中身でございます

けども、非常勤嘱託職員の報酬とか臨時職員の期末

手当、それとか社会保険料等、こういったものの中

身でございます。嘱託職員、ちょっと人数も減った
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りとか、１年間の中で人の出入りもございますので、

そういったものを反映した減額の状況でございま

す。 

 それから、議員委員等報酬です。これにつきまし

ては、議員報酬とその期末手当の中身でございます

けども、２９年度は欠員がございましたので、３０

年度はその欠員が解消された状況になりましたの

で、その分、２９年度と比較すれば増額ということ

ですし、期末手当の支給率を年間０．０５月分増加

しましたので、その分を反映したものでございます。 

 それから、その下の特別職の給与４３８万８，０

００円の増額となっております。２９年度につきま

しては、副市長、それから教育長の交代がございま

したので、その分、期末手当の支給率、期間率が減

った分で支給したりということもございますので、

そういった分を反映して少なくなっておりました

ので、３０年度については２９年度と比較すると増

額といった状況でございます。 

 全体合わせますと、２９年度と比較しまして、９，

９０４万９，０００円の減額という状況でございま

す。 

 人件費については以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 それでは、安藤総務課長から順にお願いします。 

○総務課長（安藤 洋一） 総務課の重立ったものを

説明いたします。 

 まず、歳出から説明します。８７ページをごらん

ください。決算書の８７ページです。下から３行目

の一般管理費でございます。一般管理費の全体額の

うち、総務課分としましては、２，１１１万７，３

２６円が総務課分として決算しております。昨年度

を比較しましたら、約４７０万円減額となっていま

す。 

 その主な要因としましては、８９ページをごらん

いただきたいんですが、８９ページのちょうど真ん

中あたりの地区集会施設整備費に係る補助金が前

年度と比較して約４７０万円減額となっておりま

して、それが要因として考えられます。その４７０

万円減額となった理由としましては、地区集会施設

の改修であったりとか改築、新築等々に係る補助金

の申請が少なかったことが原因であります。 

 同じく９１ページをごらんください。上から５行

目です。区長会費でございます。区長会費のうち、

業務委託料についてでございますが、この業務委託

料については３５９の行政区に対する行政連絡調

整事務委託料でございます。１行政区当たり５万６，

０００円という定額と、それから広報配布件数に対

して１件当たり１，０００円で算出した金額でもっ

て、３５９の行政区に対して支払いをしております。 

 また、その３行下でございますが、自治会運営補

助金として、各区長協議会に対して４３２万円交付

をしております。 

 続きまして、９７ページをごらんください。２枠

目の庁舎管理費でございます。その庁舎管理費の整

備工事費、下から３行目です、９７ページの下から

３行目にあります整備工事費の中庭でございます。

これは、昨年度、害虫がつくミヤコザサを撤去する

ために要した費用でございます。 

 １ページめくっていただいて、９８ページから９

９ページにかけて、設置工事費でございます。これ

については、この本庁舎周りに防犯カメラを７基設

置しました。それに要した費用でございます。 

 その下の自動車管理費でございますが、事業用備

品とあります。この事業用備品でございますが、公

用車予約管理用のパソコンを１台購入し、また、各

部にアルコール検知器を４５基購入して、配備をし

ました。 

 それから、１０１ページから１０２ページをごら

んいただきたいんですが、財産管理費でございます。

財産管理費が下のほうにございます。１０１ページ

の下のほうにあります財産管理費です。全体額のう

ち、３６３万５，５０８円が総務課分でございます。 

 １０３ページをごらんください。業務委託料で、

物品移転業務と不要品廃棄業務でございますが、旧

職業訓練校の解体前の準備として、物品の移転と、

それから不要品の廃棄を行いました。それに要した

費用でございます。 
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 １７５ページをごらんください。２枠目でござい

ます。２枠目の人件費でございます。この２枠目の

人件費でございますが、その下に住宅土地統計調査

費と記載がありますが、住宅土地統計調査を実施す

るに当たり、指導員１３名と、それから調査員８７

名の方に支払った報酬でございます。 

 ２０３ページをごらんください。一番上でござい

ます。臨時福祉給付金等支給事業費でございますが、

この決算なんですが、国県負担金等精算返戻金とし

て支払いを行いました。当初受け入れた交付金と精

算額との間に差額が生じたために返納したもので

ございます。原因は、当初対象としてカウントして

おりました人数よりもかなり人数が減ったと。それ

は死亡であったりとか、この給付金というものが非

課税世帯を対象にしておりますが、課税世帯になっ

たものであるとかが原因として、対象人数が減った

ことによる返納金が生じたものでございます。 

 それから、続きまして、３４７ページをごらんく

ださい。下から１３行目に当たります災害被災地応

援活動事業費でございます。全体額のうち、２９万

５，４００円が総務課分として決算しております。

昨年発生しました７月豪雨で被災されました岡山

県倉敷市にボランティアバスを２回運行しました。

それに係る自動車借上料、それから燃料費と、それ

から市の職員として２名、１回、ボランティアバス

に同行して、参加をしました。それから、２回目の

分については、職員は同行しておりませんので、燃

料費のみ執行した結果となっております。 

 歳出は以上でございます。 

 それから、５１ページをごらんください。歳入の

説明に入らせていただきます。５１ページです。上

から３枠目の国勢調査事務委託金、それから少しそ

の枠の中の下のほうにあります統計調査員確保対

策事業費委託金、それから下から２行目の住宅土地

統計調査事務委託金でございますが、これは歳出の

ほうで執行した全額に対して、県のほうから委託金

として受領したものでございます。 

 総務課の分については、説明は以上でございます。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 それでは、上田総務部次長、ワークイノベーショ

ンの推進室の関係ですね、よろしくお願いします。 

○総務部次長（上田  篤） １０９ページをごらん

ください。ワークイノベーション推進室からは庁内

の５課から引き継いだ事業についてご説明します。

１０９ページの一番上です。地方創生推進費１，２

７６万２，６８９円のうち、ワークイノベーション

関係とキャリアデザイン関係が合計９６１万３，６

２４円でございます。 

 主な費目についてご説明いたします。まず、普通

旅費でございます。２２２万２３０円のうち、１６

５万６，４９０円がワークイノベーションのキャリ

アデザインでございまして、この主な内容といたし

ましては、２つの戦略プラン策定に向けて、さらに

今、事業所の表彰制度というのを昨年度からずっと

検討しておるんですけど、そのスキームをつくるた

めの参考に先進事例、先行事例を視察いたしており

ます。それと、あわせて、厚生労働省との協議に係

る旅費として上げております。 

 続きまして、業務委託料でございます。７６４万

６，８４２円、このうちワークイノベーションのほ

うが４３９万６４２円で、キャリアデザインのほう

が３２５万６，２００円ということで、ワークイノ

ベーションのほうは、ことし１月に策定をいたしま

した戦略、この策定に向けて（株）Ｗｉｌｌ Ｌａ

ｂに業務委託をいたしております。まず、１つ目が

５９１万３，７１０円なんですけど、この内容とい

たしましては、市内事業所のヒアリングですとか女

性従業員からのヒアリング、それと先進自治体、企

業のヒアリング、市内事業所との戦略すり合わせ、

それと戦略の冊子、パンフレットの作成に係る費用

として５９１万３，７１０円を委託料として、まず

１本目、上げております。 

 ２本目です。キャリアデザインアクションプラン

の策定のアドバイザリー業務として３６９万９，９

１０円、これにつきましても（株）Ｗｉｌｌ Ｌａ

ｂに委託をいたしておりまして、この内容につきま

しては、プランの策定に向けて庁内検討委員会を２
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０代から４０代の１０人の市の職員によって構成

して、ずっと検討してきたんですが、その運営支援

ですとか、こちらも先進事例等の視察の調整、それ

と職員意識調査を一般事務職対象に、５００名弱で

すか、を対象に実施いたしておりまして、その実施

と集計、分析に係るもの、それと女性管理職の座談

会ですとか女性の管理職のセミナー、それとプラン

の冊子、パンフレット作成に係るものが主な内容で

ございます。 

 ３つ目が、ワークイノベーションワークショップ

支援業務ということで４５万９，０００円を上げて

おります。これは、ワークイノベーションの戦略策

定後に市内事業所の人事担当者向け、それと市内事

業所の経営者向けに２本のセミナーを開催いたし

ておりまして、その経費を、こちらにつきましても

（株）Ｗｉｌｌ Ｌａｂに対して委託いたしており

ます。 

 続きまして、１１１ページをごらんください。一

番下の欄にございます男女共同参画社会推進事業

費、これは生涯学習課で担当しておったものですが、

これは８０万３，３８９円ということで、ほぼ例年

どおりでございます。業務委託料というのは、女性

の社会参加促進のための一時保育をシルバー人材

センターに委託しておりまして、これは７０事業に

ついて委託して、これを利用なさった子供さんが３

１９人ということで、６４万５，１６６円でござい

ます。 

 続きまして、２９７ページをごらんください。２

９７ページ中ほどです。労働力確保支援事業費です。

４３５万７，６０６円でございます。これにつきま

しては、例えば出産とか子育てを機会に一旦離職さ

れた子育て中の女性で、現在、働いておられない方

を対象に、プチ勤務という少ない日数、短時間の勤

務というものを人材が不足している事業所とマッ

チングするという、そういう事業を昨年度展開いた

しまして、こちらについては、企業向けの１回のセ

ミナー、それと子育て女性向けの３回のセミナーと

マッチングの場というのを１０月２２日にいたし

まして、１４社が参加されて、３１人の子育て中女

性とのマッチングを行って、ことしの３月末現在で

２２名の子育て中の女性が市内事業所に勤務され

たという状況でございます。潜在労働力掘り起こし

マッチング業務として３４７万７，６００円、これ

につきましても（株）Ｗｉｌｌ Ｌａｂのほうに委

託いたしてます。以上でございます。 

○副分科会長（浅田  徹） じゃあ、続きまして、

山本人事課長、お願いします。 

○人事課長（山本 尚敏） まず最初に、先ほどご説

明いたしました人件費の関係で、最後に申し上げま

した２９年度との合計の比較で、５，９０４万９，

０００円の減額と言うところを９，９０４万９，０

００円の減額と申し上げたようです。訂正いたしま

す。（「了解です」と呼ぶ者あり） 

○副分科会長（浅田  徹） はい、わかりました。 

○人事課長（山本 尚敏） 済みませんでした。 

 そしたら、まず、歳出でございます。９１ページ

をお開きください。上から１３行目ですか、人事給

与費がございます。人事給与費につきましては、職

員の勤務とか労務管理、そういった業務に係るもの

でございます。２９年度と比較しますと、若干減額

となっております。この中で例年と比べてふえてま

すのが、その中の業務委託料のところの就業管理シ

ステムの構築業務、その下の人事給与システムの改

修業務、この部分、３０年度に新たに行った部分で

ございます。この部分はふえてございますけども、

例えば雪が余り降らなかったことで、例年支出して

ました職員駐車場の除雪が必要なかったというよ

うなこともございまして、全体としては若干、２９

年度よりも減額と、１８万円ほど減額というような

状況でございました。 

 同じく９１ページの職員研修事業費でございま

す。職員研修事業費につきましては、職員の意識啓

発や意欲の増進、能力向上などに向けまして各種の

研修会へ参加させたり、内部で研修を行ったり、そ

れに要した経費でございます。この中で、２９年度

と比べますと１３０万円ほどの増額となってござ

います。その理由といたしましては、派遣職員、研

修派遣で職員を派遣させておりますけども、その行
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き先、派遣先が変わることによって旅費が変わった

りだとか、それとか、派遣研修で滋賀県にあります

全国市町村国際文化研究所や大阪の日本経営協会

で行います研修に参加する職員の数がふえたりと

か、そういった部分での増額でございます。 

 それから、次に、めくって、９３ページをお開き

ください。福利厚生事業費でございます。福利厚生

事業費につきましては、労働安全衛生法に基づく職

場健診とか福利厚生事業の実施に係るものでござ

います。これにつきましては、２９年度と比較する

と７４万円程度、ちょっとふえております。それに

つきましては、職員の健康診査の委託料が若干ふえ

ておるのですけども、受診者の数がふえたりとかち

ょっと単価の改定があったりとかで、その部分、増

加という状況でございます。 

 次に、３４７ページをお開きください。３４７ペ

ージの下のほうに、災害被災地応援活動事業費がご

ざいます。この中で、人事課の所管分として、上か

ら２つ目にあります特別旅費でございます。これに

つきましては、大阪北部地震と、それからその後は

７月の豪雨災害の被災地に対しまして、そこを支援

するために職員を派遣したものでございます。 

 次に、歳入です。６７ページをお開きください。

６７ページの備考欄、上から１３行目に、団体生命

共済事務取扱手数料がございます。これは、団体取

り扱いになっていて、給料からの天引きをする事務

を行っておりますので、各種保険に係る取り扱いの

手数料でございます。 

 同じく６７ページの下から１０行目のところに、

派遣職員給与費等負担金がございます。これにつき

ましては、北但行政事務組合とか但馬広域行政事務

組合とか、こういった団体へ派遣しております職員

の給与に係る負担金の受け入れでございます。 

 次に、１枚めくっていただいて、６９ページ、上

から４行目に、受益者負担金がございます。このう

ちの３つ目、職員駐車場というのがございます。こ

れにつきましては、借地をして職員の駐車場を確保

しておりますけども、そこの利用者から徴収してお

ります利用者の負担金でございます。 

 次に、１枚めくっていただきまして、７１ページ、

備考欄の下から８行目に、雇用保険料本人負担金が

ございます。人事課のほうでの扱いとなっておりま

すのがこのうち４２９万５，１７５円でございます。

これにつきましては、雇用保険料の本人負担分を受

け入れているものでございます。 

 次に、１枚めくっていただきまして、７３ページ、

備考欄の下から６行目に、職員健康診査助成金がご

ざいます。これにつきましては、職員の健康診査の

受診に対する市町村共済組合からの助成金でござ

います。 

 その下の研修費助成金ですけども、上の市町村振

興協会の分につきましては、滋賀県にあります全国

市町村国際文化研修所に職員を派遣して研修を受

けさせたときの分に係る助成金でございます。 

 その下の市町村職員共済組合の分につきまして

は、メンタルヘルス研修を実施することによる共済

組合からの助成金でございます。 

 次に、１枚めくっていただきまして、７５ページ

でございます。備考欄の中ほど、返納金の中に不当

利得徴収金がございます。このうち、人事課の所管

分が１６２万９，６０４円でございます。その内容

につきましては、扶養手当の返納金でございます。 

 その次、同じ７５ページの下から７行目に、給与

返納金がございます。７７万３，９６５円ですけど

も、この分につきましては、内容といたしましては、

職員の不祥事の処分がありましたときの教育長の

自主返納金、それから給与の業務の中で、合併後に

採用しました職員の初任給の格付が正しいかどう

かのちょっとチェック作業を行いました。その結果、

調整が必要だという部分が幾つか出てまいりまし

て、その部分に係る返納金がございますので、収入

をしております。 

 人事課からは以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 続きまして、中奥情報推進課長、お願いします。 

○情報推進課長（中奥  実） １２７ページをごら

んください。情報管理費についてです。中央のやや
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下にあります行政情報化推進事業費のうち、消耗品

費３，０２３万５，３０５円ということで金額が大

きくなってるんですけども、ほとんどがソフトウエ

アの経費となっております。 

 その下の業務委託料のシステム開発業務につき

ましては、ネットワーク機器の更新に約７，０４２

万円、統合型ＧＩＳのデータ更新に約４，５２８万

円などが主なものとなっております。 

 その下の事業用備品ですが、事業用備品について

は、事務用のパソコンを２５３台購入いたしており

ます。 

 １ページめくっていただきまして、１２９ページ

の上から６行目、行政情報化推進事業費繰越明許分

につきましては、新庁舎サーバーの仮想化基盤等の

更新業務によるものとなっております。 

 歳出は以上で、歳入、７７ページをごらんくださ

い。中央やや下の総務債の一番下になるんですけど

も、行政情報化推進事業債繰越明許分については、

新庁舎サーバーの仮想基盤等の更新を行うもので、

合併特例債を適用しております。以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 続きまして、安達税務課長、お願いします。 

○税務課長（安達  央） それでは、１４４ページ、

１４５ページをお願いします。目の２０還付金及び

返納金の３，０６０万２，９０５円のところです。

市税過誤納還付金が最も大きいわけですけども、２，

９９５万３，７０５円、前年から２１．３％減とな

っております。そのほかの還付加算金は１４万８０

０円、返納金が５０万８，４００円と少額なんです

けど、還付金につきましては、この減の要素なんで

すが、特に法人市民税は決算年度が市の会計年度と

違うことがありまして、中間で決算をくくられた場

合、そうでない場合は予定で納税をされておりまし

て、決算くくったときにその予定納税された金額を

下回るようなケースでは次の年に還付をするとい

うようなことで、マイナスが起こってくるんです。

それが３０年度は少なくなったということで、この

分を返す必要がなくなってきたということで減に

なったと考えております。 

 それから、１６６ページ、１６７ページをお願い

します。まず、１の税務総務費のほうですけども、

人件費の中のことなんですけども、非常勤職員、徴

収専門員ですけども、この３０年度から１名増員し

まして、２名とさせていただいております。 

 それから、中段から下のほう、税務総務費ですけ

ども、大きなものとしましては、その中の４つ目に

なります、負担金で、１１２万８，３８７円。この

うち変動がありましたものは、兵庫県市長会軽自動

車税の特別会計、これの負担金９３万７，０００円、

これが前年から３０万円ちょっとふえております。

実は、これは軽自動車の異動連絡票をこちらのほう

からいただいておるんですが、その枚数によって負

担をしております。ところが、この会計自体、おと

としまでは中に繰越金を持っておりましたもので、

それで請求する金額も調整をしてということだっ

たんですけど、その繰越金がなくなったことによっ

て、３０年度は増額というふうになっております。 

 それから、但馬行政不服審査会の、一番下ですか

ね、２万２，３８７円ですけども、これはこの３０

年度からとなっております。行政不服審査法の改正

がありまして、２８年の後半からですけども、審査

の依頼をするようになりまして、事案が終了してか

らの請求ということで、３０年度からこの負担金が

生じるということになっております。その他の負担

金は前年と同額です。 

 それから、その下のほうにあります賦課徴収費で

す。４，７８７万３，５７６円ですけども、次のペ

ージめくっていただきまして、５つ目ぐらいになり

ますかね、６つ目になりますかね、保守点検委託料

５２１万６，２９２円ですけども、各種システムの

保守で、大きな金を税務課としてはかけておるんで

すけども、前年から比べますと４１万４００円の減

となっております。 

 その下にあります業務委託料１，５４０万５，６

７２円につきましては、固定資産の情報に係るシス

テム等の業務やら、住民税のデータ入力の業務など

でございます。前年度になかったものとしましては、
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その中で、航空写真と現地との不突合の箇所の調査

をするための委託料でありまして、固定資産情報更

新業務等の中に入ってるかな、それがございまして、

委託料全体といたしましては前年から１９万９，４

１０円増ということになっております。済みません、

今の航空写真のは５４万円の分です。固定資産現地

調査支援システム構築業務ということで、航空写真

撮りまして、現地との違いを、不突合の箇所を調査

するという目的で上げさせていただいております。 

 それから、負担金の３４１万５，０９３円ですけ

ども、地方税電子化協議会、兵庫県電子自治体推進

協議会等に対するもので、こういったものはおおむ

ね前年並みということになっております。 

 その下ですけども、固定資産評価替事業費、手数

料が８９０万５，６８０円、これは、固定資産は３

年に１度評価がえがございます。令和３年度が次の

評価がえになるわけですけども、それに向けまして、

宅地の路線価区域の検討、それから標準宅地である

とか主要街路の選定ということを行うための手数

料でございます。 

 歳出は以上です。 

 それでは、歳入のほうですけども、１８ページ、

１９ページをお願いします。市税全体で申し上げま

すと、まず、調定額ですけども、約１０６億３，１

６４万７，０００円ですが、前年に比べまして１．

７％の減となっております。 

 収入済額のところですけども、１００億２，９８

５万７，０００円で、徴収率にいたしますと９４．

３％となっておりまして、前年度に比べて０．６ポ

イントアップということになりました。このうち、

現年度と滞納繰越、出ておりませんが、内訳で申し

上げますと、数字しか出ておりませんが、現年度の

徴収率は９９％、滞納繰越は２３．１％の徴収率と

なりました。特に滞納繰越分につきましては、前年

から６．４ポイントのアップということで決算をさ

せていただいております。 

 不納欠損は４，９２２万７，０００円、収納未済

額の合計は５億５，２５６万３，０００円というこ

とで、収入未済額につきましては前年度から約１億

円強の減ということになっております。 

 各税目ごと細かくは申し上げませんが、徴収率だ

け申し上げますと、個人の市民税が９５．１％、法

人市民税が９８．８％、固定資産税で９２．８％、

軽自動車税９４．１％、市たばこ税１００％、入湯

税９９．９７％となっております。 

 それから、次のページに続いていただきまして、

都市計画税につきましては既に廃止させていただ

いておりまして、未納となっております約９９１万

２，０００円ですけども、これだけを計上しており、

５８万円が収入となっております。 

 増減につきましては、詳細なことを検討しておる

わけでありませんけども、一番金額で大きかったの

が固定資産の減で、１億７，７８１万円の減となっ

ております。これは、３０年度が評価がえの年にな

っておりまして、土地が、相変わらずですけども、

地価の下落の影響によって下がってきたこと、それ

から家屋につきましても経年の減価によるもの、こ

ういったものが大きな要因だというふうに考えて

おります。 

 それから、３０ページ、３１ページ、お願いでき

ますでしょうか。手数料のところですけども、総務

手数料の２つ目のところに、徴税手数料ございます。

そこの中で、市税督促手数料２０９万５，９７０円、

これは前年から０．２％の増、ご承知のとおり、納

期限までに納付されなかった方の督促状に係る手

数料で、１件１００円いただいております。税務関

係の閲覧手数料２４万８，１００円は前年から０．

４％の増、証明手数料につきましては４０８万９，

７００円で、約１０．９％の減ということになって

おります。 

 それから、５０ページ、５１ページをお願いしま

す。一番上にあります県民税徴収事務委託金１億２，

９７７万８，６２２円ですけども、前年に比べて１．

３％の増となっております。実はこの県民税の徴収

委託金は、県民税徴収することの受託費としまして

納税義務者１人当たり３，０００円というお金をい

ただいておりますけども、それ以外に株式等の譲渡

所得というようなものがありまして、その精算をす
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るところがここしかないもので、ここに合わせて精

算をいただいてるものがあります。ここで前年度か

らの主な増額の要素としましては、株式等譲渡所得

の精算分、これが２００万円程度あったということ

で、昨年度からは増になっております。 

 それから、６０ページ、６１ページをお願いしま

す。下から、文字が書いてあるところでは２つ目に

なりますけども、諸税滞納延滞金１，０１２万９，

９９４円ですけども、これは、前年に比べまして３

５％の増ということになっております。高額滞納の

案件を解消して、それに伴って延滞金もいただいた

というふうなこともありまして、前年から大きく増

ということになっております。 

 次が、６４ページ、６５ページお願いします。一

番上ですけども、滞納処分費９４万１，２００円あ

ります。これは、公売を行うために不動産の鑑定を

行ったりとかインターネット公売の手数料なんで

すけども、それを売却代金等から充当して、ここに

収入とさせていただいております。 

 同じく６４ページ、６５ページの一番下のくくり

の雑入ですけども、複写料がありますが、そのうち

７万４，１００円が税務課の分でして、窓口で受領

するコピー代ということになっております。 

 １ページめくっていただきまして、中段からちょ

っと下ですけども、他会計負担分消耗品等というの

があります。４５３万７，３８５円ですけども、そ

のうち１万８，０８３円が税務課のものです。これ

は、インターネット公売を行いましたときに物件の

送料に該当するものですけども、それを落札者から

いただいて、収入させていただいております。 

 それから７４、７５ページになりますけども、下

から１０個目ぐらいですけども、市税過誤納還付金

返納金６，７４２円というのがあります。これにつ

きましては、税の還付になったんですけども、受け

取りに来られないというような方も生じてきてお

りまして、これを戻し入れをさせていただいたもの

です。 

 歳入は以上です。 

 最後に、財産のところですけども、６１６ページ、

一番後ろのほうですが、よろしいでしょうか、債権

のところです。個人の市民税、毎年、特別徴収の４、

５月分は前年度に請求しますが、収入自体は翌年度

ということで、２カ月分を債権ということで計上さ

せておりまして、前年度末が３億８，９７７万５，

０００円、決算年度、今年度末が４億１，９２４万

８，０００円ということでございます。以上でござ

います。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 じゃあ、続きまして、三笠会計課長、お願いしま

す。 

○会計課長（三笠 孔子） それでは、歳出のほうか

ら説明させていただきます。９５ページをお開きく

ださい。下のほうですけど、会計管理費です。これ

は、会計事務に係る経費なんですけど、前年度に比

べて７００万円ほど増加しております。 

 次のページ、９７ページで一番上の囲みの一番下

なんですけど、業務委託料、ＯＣＲシステム更新業

務、これが６９８万７，６００円ということで、こ

の分が増加しております。これは、光学式の読み取

り装置、税金の納付書なんかを読み取る装置で、消

し込みをする機械なんですけど、これの機械も含め

て更新をさせていただいたということで、この分が

増加しております。 

 続きまして、９９ページをお開きください。下の

ほうですけど、基金管理費８億３，７６０万７，９

８２円のうち、利子の分です。その後、ずっとそれ

ぞれの基金積立金（利子）って書いてある分の合計

額が会計課の所管でして、この合計が１億８６８万

４５５円となっております。これにつきましては、

基金を運用した利益をそのまま積み立てておりま

す。 

 続きまして、１０１ページです。各基金にプラス

して、真ん中からちょっと下の辺に、土地開発基金

繰出金（運用利子）というのがあります。７２万６，

６１４円、このうちの基金の運用利子が２１万３９

４円となっております。これにつきましても、積み

立てをさせていただいております。 
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 それでは、歳入のほうに移ります。５３ページを

お開きください。真ん中の辺に、基金運用利子があ

ります。財政調整基金利子以下あるんですけど、合

計が１億１，０１８万８，４７９円となっておりま

す。この各基金のうち、福祉基金、それから水と土

保全対策基金、それから植村直己顕彰基金、東井義

雄遺徳顕彰基金が、果実運用といいまして、それぞ

れの事業に特定財源としてその現年度に充当して

いる分、この分が１２９万７，６３０円となります。

そのほか残りの１億８８９万８４９円、先ほど歳出

のほうの積立金と土地開発基金の繰出金合わせた

額になります。それをこの収入から支出というか、

積み立てをさせていただいております。この１億１，

０００万円ほどのうちの主なものは、金銭信託の利

子が９，０００万２５円となっております。これは、

財政調整基金に４，９９９万９，９９９円、それか

ら地域振興基金に４，０００万２６円、それぞれ入

っております。金銭信託につきましては、３０年度

は利子の利率が上限になりまして最高額となって

おりまして、前年度よりも利子合計が約３，０００

万円、金銭信託の利子がふえた分ふえております。 

 なお、地域振興基金の金銭信託の分につきまして

は、３０年度で目標額を達成しましたので、１０億

円の元金は戻ってきております。 

 それから、続きまして、６１ページをお開きくだ

さい。一番下です。預金利子２２万９，１３３円、

このうち会計の分は２２万６３２円です。これは、

歳計現金、通常出し入れをしております現金の余裕

金ですね、たくさんお金があるときには、そのまま

にしておきますと利子はつきませんので、定期預金

で運用しております。その分の合計になります。 

 続きまして、６７ページです。上から２行目の請

求書用紙ということで、これは市伝票を買っていた

だいた分の収入になります。 

 続きまして、６９ページをお開きください。一番

上の会計事務負担金です。これは、北但行政事務組

合、それから但馬広域行政事務組合のそれぞれ伝票

処理を会計のほうでしておりますので、その事務費

負担金を毎年いただいているものです。 

 会計課は以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 それでは、続きまして、中地消防本部総務課参事、

お願いします。 

○消防本部総務課参事（中地  修） １０１ページ

をごらんください。下から７行上にあります財産管

理費についてご説明いたします。 

 次のページをごらんください。上から５行下にあ

ります設置工事費、フェンス等のうち１３７万１，

６００円が消防本部所管分で、豊岡市気比にありま

すデジタル無線港基地局のコンクリートブロック

が倒壊する危険があるため撤去し、フェンスを設置

したものでございます。 

 続きまして、常備消防費についてご説明いたしま

す。３３３ページをごらんください。まず、中段に

あります職員研修費でございますが、兵庫県消防学

校へ新規採用者３名と消防大学校へ１名を派遣し

た研修に係る経費が主なものでございます。 

 次に、一般管理費でございますが、下から３行上

にあります業務委託料、耐震診断業務は、豊岡消防

署、日高・出石分署、竹野出張所の各庁舎について

耐震診断を実施したものでございます。 

 その下、消防力適正配置等調査業務は、消防力整

備計画を策定するために実施したものでございま

す。 

 次のページをごらんください。中段にあります消

防活動事業費でございますが、４行下の消耗品費は、

台風や豪雨により冠水した場所での活動用として

胴つきの長靴の整備が主なものでございます。 

 高度救急活動事業費でございますが、４行下、消

耗品費は、豊岡自動車道路の延伸に伴い、大型バス

や複数台の車両事故により多数の傷病者発生に備

え、外傷処置セットなど救急処置用の消耗品の整備

が主なものでございます。 

 次ページをごらんください。救助活動事業費でご

ざいますが、７行下、事業用備品は、警防訓練強化

による安全管理の徹底を図るため、安全マットを整

備したものでございます。 
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 続いて、中段の情報通信設備管理費でございます

が、１０行下、業務委託料の火災メール配信システ

ム更新業務は、運用中の配信サービスが終了するた

め、新たなサービスの移行に係る経費でございます。 

 ３行下の事業用備品は、新元号の対応を含め、消

防応援システムの更新に係る経費でございます。 

 続きまして、消防庁舎管理費でございますが、４

行下の修繕料は、日高分署の車庫シャッター、但東

駐在所の配水管修繕が主なものでございます。 

 次のページをごらんください。上段から１２行下、

設置工事費、仮眠室用ベッドとその下の常用備品は、

職員２名の増員に伴い、豊岡消防署に仮眠室ベッド

の増設工事と事務用机、防火着のロッカーなどを整

備したものでございます。 

 次のページをごらんください。消防施設費につい

てご説明いたします。１０行下、城崎分署竹野出張

所消防設備・施設整備事業費は、竹野出張所配備の

消防ポンプ自動車を更新したものでございます。 

 次のページをごらんください。３行下、日高分署

消防設備・施設整備事業費は、日高分署に配備しま

した高規格救急自動車と広報車を更新したもので

ございます。 

 ３４７ページをごらんください。中段より少し下

にあります災害被災地応援活動事業費でございま

すが、８６万９，４７１円が消防本部所管分で、平

成３０年７月豪雨における緊急消防援助隊として

災害派遣に係る経費でございます。主なものといた

しまして、１０名分の旅費、感染防止着、マスクな

ど消耗品に係る経費でございます。 

 次に、歳入について説明させていただきます。３

３ページをごらんください。消防手数料でございま

すが、危険物申請手数料として６５件分の９０万７，

９００円、１行下の消防証明手数料として７０件分

の２万１，０００円を収入いたしております。 

 次のページをごらんください。中段にあります消

防費国庫負担金についてご説明いたします。平成３

０年７月豪雨における緊急消防援助隊活動費の負

担金としまして、１３３万５０４円を収入いたして

おります。内訳は、１０名分の派遣に係る手当、旅

費、車両の燃料代、感染防止着などの消耗品が主な

ものでございます。 

 続きまして、６７ページをごらんください。中段

より少し下にありますトンネル非常警報盤管理と

して委託を受けています３カ所分の１１７万６，０

００円を収入いたしております。 

 ７１ページをごらんください。中段にあります防

火管理者資格取得講習受講料として、受講者１１８

名分の５３万１，０００円を収入いたしております。 

 続きまして、７９ページをごらんください。一番

下の行、消防債でございますが、消防防災施設整備

事業債の１行下にあります消防ポンプ自動車のう

ち４，８９０万円が消防本部所管分で、竹野出張所

配備の消防ポンプ自動車を更新したものでござい

ます。 

 次のページをごらんください。１行目にあります

消防指揮広報車のうち５００万円が消防本部所管

分で、日高分署配備の広報車を更新したものでござ

います。 

 １行下にあります高規格救急自動車は、日高分署

配備の高規格救急自動車を更新したものでござい

ます。以上でございます。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 それでは、宮岡選管監査事務局長、お願いします。 

○選管・監査事務局長（宮岡 浩由） それでは、１

６６、１６７ページをお願いいたします。１６６、

１６７ページの税務総務費のうち監査委員事務局

の所管分についてご説明いたします。 

 まず、委員報酬１３万８，２００円でございます

が、固定資産評価審査委員会委員３名の方への報酬

でございます。審査申し出が５件ございました。都

合１０回の委員会を開催いたしております。 

 同じくこの税務総務費の下から６行、固定資産評

価審査委員会費２万２，０８４円でございますけれ

ども、これは委員会の経常的な運営費でございます。 

 続いて、１７０、１７１ページをお願いいたしま

す。選挙費のうち選挙管理委員会費ですが、重立っ

たものについてご説明をいたします。委員報酬１４



 29

０万４，０００円につきましては、選挙管理委員会

委員４名の方への月額報酬でございます。 

 次のページ、１７２、１７３ページをごらん願い

ます。選挙管理委員会費、総額３１万７，８７２円

となってございますけれども、こちらも委員会の経

常的な運営費でございます。 

 この同じページの県議会議員選挙費でございま

すが、平成３１年３月２９日告示、同年４月７日に

投開票が予定されていたものですけれども、結果的

には無投票となりました。しかしながら、選挙執行

に向けて平成３０年度中に準備を要した経費がご

ざいます。これが総額７３２万８，２７３円でござ

いました。支出済額の内容ですけれども、選挙事務

の補助としての臨時職員に係る人件費を初めとい

たしまして、ポスター掲示場の設置経費、備品とし

て投票用紙計数器や投票所用の軽量スロープの購

入費、その他選挙に必要な種々の費用となっており

ます。 

 続いて、１７６、１７７ページをごらん願います。

監査委員費ですけれども、こちらも重立ったものに

ついてご説明を申し上げます。委員報酬２８１万５，

１９９円は、監査委員３名の方への月額報酬でござ

います。監査事務費、総額８６万３，９７１円は、

監査委員事務局の経常的な運営費でございます。 

 なお、次のページ、１７９ページになりますが、

上段の委託料６万９，０００円が未執行として不用

額に計上されております。これは、随時監査として

工事技術監査において専門の技術士を要する機関

へ監査事務そのものを委託しているものですけれ

ども、平成３０年度は時期的に工事担当課で災害復

旧への対応に追われており、結果的に実施できなか

ったものでございます。 

 歳出は以上でございます。 

 続いて、歳入ですけれども、５０ページ、５１ペ

ージをごらん願います。５０ページ、５１ページ、

選挙費委託費でございます。総額で７３２万９，１

２９円でございます。兵庫県議会議員選挙の事務費

として兵庫県から交付されたものが、先ほど歳出で

申し上げた支出済額と同額の７３２万８，２７３円

ございます。このほか、在外選挙人名簿の登録事務

費として２件分、８５６円が交付されております。 

 続いて、６７ページをごらん願います。６７ペー

ジ、雑入のうち、末尾に記載の監査事務負担金につ

いてでございます。これは、北但行政事務組合と但

馬広域行政事務組合の監査事務を受託しておりま

して、その事務負担に係る人件費相当額を負担金と

してそれぞれの組合からいただいているものです。

総額で４９万５，４８８円でございます。 

 選挙管理委員会、監査委員事務局からは以上でご

ざいます。 

○副分科会長（浅田  徹） ありがとうございまし

た。 

 それでは、説明は終わりました。 

 ここで分科会を暫時休憩いたします。再開は２時

１５分でお願いします。 

午後２時０５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時１４分 分科会再開 

○副分科会長（浅田  徹） それでは、休憩前に引

き続き分科会を再開します。 

 先ほどの説明に対しまして、質疑はございません

か。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 会計課長に教えてほしいんで

すけども、先ほど説明の中で、金銭信託の１０億円

は除くと、３０年度に、と言われたんですけども、

たしか４口あったんかな、３５億円だと記憶あるん

ですが、この金銭信託の現状、今どうなっとるのか、

それぞれがというのと、３０年度に戻ったいうのは、

決算上はどっかにあらわれるんですか。出とりゃ、

それは返ってきたもんだから、１０億円収入になる

のかなというあたり、ちょっと聞かせてもらえます

か。 

○副分科会長（浅田  徹） 三笠課長。 

○会計課長（三笠 孔子） まず、１０億円をどうし

たかっていうことなんですけど、財産調書の一番後

ろ、６１８ページをお開きください。ここに、（２）

のところに基金の保有状況というのがあります。一
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旦、基金で出してますので、その中をどういうふう

に運用するかっていうことで、それぞれ現金、信託、

有価証券、奨学金、貸付金という項目がありますけ

ど、前年度末現在で信託っていうとこが２０億円あ

ったのが、決算年度末は１０億円になっているとい

うことで、ほとんどっていうか、基金が減った分と、

それから現金、預金のほうにそれが回っているって

いうような状況になります。 

 それと、現在それぞれの金銭信託がどうなってる

かっていうことなんですけど、４本もともとありま

して、２本につきましては、１本が平成２４年度、

５億円分、それから１０億円分が２６年度に終了し

て、それぞれその元金がその年の基金のほうに返っ

てきているということになります。３０年度、元地

域振興基金で原資にしていた分の１０億円が目標

額を達成したということで返ってきておりまして、

先ほど言いましたように、預金のほうに回させてい

ただいてる。それで、あと残りが財政調整基金を原

資とします金銭信託が１本残っております。これも

平成１９年の６月に契約をしまして、３０年度の為

替レートの状況が円安でずっと来ていて、１１０円

以上みたいなことになっていたので、３０年度は上

限それぞれ５％、４％の利率が得られたんですけど、

残りがあと目標額に２，４３８万５，９８２円にな

っています。去年のレートでいくと、今年度、１回

目で２５００万円ぐらい、５％の利益が得られれば

終了して、その分も元金が返ってくることになるん

ですけど、４月以降、もうすごく円安傾向で、特に

８月に入ってからぐっと円安になりまして、１０４

円台とかっていうふうになってしまいましたので、

ちょっと今年度、これが目標達成するのは難しいか

なという状況になっております。ただ、先が見えて

きたというか、あと２，４００万円ほど利息が入っ

てくれば終了するというような状況になっている

ということで、４本中３本はもう元金が返ってきて

いるということです。 

○副分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ひところ、随分、私たちも問

題にした時代があったんですが、気づいたら言わん

ようになって、結果としてはもう既に無事に３本は

用をなして、ちゃんと働いて、収入もして終わった

と。あともう一つということで、結果としてはよか

ったなと思いますけども、どうぞ二度とこういうと

ころに投資せんように、これはお願いしときたいな

と。これ、行政がするべきことではないというのが

当時もいろいろ、政府もそういうことを言った時代

もありますので、結果論としてはよかったけども、

ということを思います。 

 それから、もう１点いいですか、続けて。 

○副分科会長（浅田  徹） はい、どうぞ。 

○委員（村岡 峰男） 市民税の関係で、超過課税の

問題ですが、超過課税ね、市民税の個人、あるいは

法人、あるいは固定資産税、それぞれの超過課税額

というのは幾らになりますか。それ、決算書ではわ

かりませんね。書いてあるところあった。 

○副分科会長（浅田  徹） 安達課長。 

○税務課長（安達  央） 決算書で、ここで出して

おりません。ちょっと私も資料は持ってきておりま

せんが、法人市民税の場合には超過課税といいまし

ても段階ごとにありますので、これ、それぞれに分

けてということにはせんなんですけども、固定資産

税、市民税については、率だけですので、それで割

り戻して出していただくというふうに見ていただ

けたらなと思っております。済みません、ちょっと

今、数字持ってなかって、申しわけないです。 

○副分科会長（浅田  徹） 安達課長。 

○税務課長（安達  央） そしたら、この決算の数

字と、それと超過課税等標準税率分と分けたものを、

合計になってもよろしいですかね、後ほど届けさせ

てもらうということでよろしいでしょうか。 

○副分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 私がそういう質問するっての

はわかってるわけですね。こんなことぐらいのあれ

は用意しててほしいな。市長も言ってるでしょ、市

長にやられたけどな、そういうことからいっつもや

っぱりこれは私が質問するっていうのはわかっと

るわけで、お願いしたいなと。 

 それで、私自身がいただいた資料を見ると、お願
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いをした資料でね、どこを見たかいな、超過課税相

当額、２０１８年で、これでもわかるんだよな。 

○副分科会長（浅田  徹） 簡潔に。 

○委員（村岡 峰男） これでもわかるんで、資料く

ださい。いずれにしても、相当な超過課税になると

いうことと、ついでに、個人市民税の超過課税は全

国で豊岡市だけっていうふうに聞いとるんですが、

間違いありませんか。それから、法人の市民税の超

過課税についてはどの程度かっていうのはわかり

ませんか。どの自治体の数という状況はわかりませ

んか。 

○副分科会長（浅田  徹） 安達課長。 

○税務課長（安達  央） ちょっと私が今、資料持

ってきてなかったんですけども、主要な施策の成果

を説明する書類の中に超過課税分、それぞれ数字が

上がっておりますので、そこをごらんいただけたら

と思います。６ページになります。数字はそのとお

りでございます。 

 それと、超過課税の団体数の話なんですけども、

市民税のほうは豊岡市だけというふうに、ほかでは

聞いておりません、個人の市民税は。法人市民税に

つきましては、かなりの数ありまして、年によって

数字も違いますもんで、今ここでちょっとお答えす

るような数字を持っておりません。 

○副分科会長（浅田  徹） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いずれにしても、個人市民税

の超過課税は、かつて北海道、夕張もあったけども、

夕張市がやめたと。やめたっていうふうに聞くんで

すね。ですから、いよいよ豊岡だけだということで

すので、市長は顔を真っ赤にして絶対やめないと言

うけども、市民の側から見ると、全国にない税……、

これは討論……。 

○副分科会長（浅田  徹） 質疑でお願いします。 

○委員（村岡 峰男） まあまあ、それでええわ。 

○副分科会長（浅田  徹） ひとつよろしくお願い

します。 

 ほかにございませんか。 

 三笠課長。 

○会計課長（三笠 孔子） 先ほど説明で、ちょっと

円高と円安を反対に言ったみたいなので、訂正させ

ていただきたいと思います。 

○委員（村岡 峰男） 円安って言いなったな。 

○会計課長（三笠 孔子） はい。円高傾向です。済

みません。 

○副分科会長（浅田  徹） はい、了解しました。 

 委員の皆さんから何かございませんか。質疑はご

ざいませんか。 

 足田委員、どうぞ。 

○委員（足田 仁司） ワークイノベーションのほう

で、１０９ページ、市内の事業所及び女性従業員、

ヒアリングを行ったというような説明があったと

思うんですけど、そういうヒアリングを行った、ど

ういうんかな、どんな項目を尋ねたのか、その項目

はどういう形で次年度なりに生かしていこうとさ

れたのか、ちょっとわかりやすく説明をお願いした

いです。 

○副分科会長（浅田  徹） 上田ワークイノベーシ

ョン室長。 

○総務部次長（上田  篤） 今の足田委員のご質問

に対してなんですが、ワークイノベーション戦略、

ことしの１月に策定してるんですけど、それに向け

て、市内の事業所、合計２０事業所で、まず、女性

従業員というのは未婚の女性従業員と結婚されて

て、子育て中の女性従業員の方それぞれ合計で２０

数名の方に対して、働きやすさと、あと働きがいに

ついて、それぞれの事業所において、どのようにお

感じになってるのかっていうことについて、女性従

業員に対してはお聞きしてます。 

 あわせて、経営者に対して、これも１０数事業所

だったと思うんですけど、経営者に対して、従業員

の働きやすさと働きがいに対して、どんな工夫を凝

らしておられるのかとかどんな課題感を持ってお

られるのかっていうあたりをお聞きして、このワー

クイノベーション戦略の策定に向けた市内事業所

の課題を浮かび上がらせる、で、それに対してどう

いうふうな手を打つのかっていうことに対してま

とめていく、参考にさせていただきました。 

 その中には、女性従業員の中から特にどうしても
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産休とか育休と、あと短時間勤務という制度はある

んですけど、なかなか職場の中でとりづらいという、

そういう職場の文化というか、風土があるとか、上

の役職まで自分がなっていこうという気はなかな

かなれないとか、かなりちょっと厳しいそういうご

意見をたくさんいただいております。以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） はい、わかりました。 

 これは、いずれ市内事業所全体に波及させていか

れると思うんですけど、どのような構想で波及をさ

せていこうと考えておられるのか、ちょっと伺いま

す。 

○副分科会長（浅田  徹） 上田推進室長。 

○総務部次長（上田  篤） 昨年の１０月に豊岡市

ワークイノベーション推進会議という、当時は１６

事業所で、ことしの４月にはもう２１事業所にふえ

てるんですけど、そういう推進会議のメンバーの事

業所を中心に、女性にも働きやすくて、働きがいが

あると感じる職場をどんどんふやすことによって

職場のジェンダーギャップというのを解消して、こ

れを切り口として町全体のジェンダーギャップの

解消につなげていくということで今、進めているん

ですけど、その中で、例えば可視化というんですか、

実際そういう努力、努力というのは働きやすくて、

働きがいがあるという、そういう事業所、職場にし

ていこうという、そんな努力をされてる、一定の基

準に達しているそういう事業所について、表彰制度

を、これ新年度、２０２０年度なんですけど、に設

立しようというふうに考えてまして、実際そういう

こと、先進っていうか、お手本となる事業所を、中

身を可視化することによって、それを例えば推進会

議の事業所以外の、市内だと全部で５，５００事業

所あるんですけど、そちらに徐々に、一歩ずつ一歩

ずつ広めていく、波及させていくというふうに考え

ております。 

○委員（足田 仁司） はい、わかりました。 

○副分科会長（浅田  徹） ほかにございませんか。 

 それでは、これで質疑を終わります。 

 以上をもちまして第８７号議案についての説明、

質疑は終了し、休憩の後、討論及び表決を行いたい

と思いますが、ここで、委員の皆さん、当局職員の

皆さんから何かございましたら発言をお願いした

いと思います。 

 ないようでしたら、当局職員の皆さんにつきまし

ては、これで退席をしていただいて結構でございま

す。明日１８日水曜日でございますけども、委員会

審査は９時３０分から当委員会室で行いますので、

よろしくお願いしたいと思います。本当にご苦労さ

までした。 

 それでは、分科会を暫時休憩いたします。再開は

２時４０分、お願いします。 

午後２時３２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時４３分 分科会再開 

○副分科会長（浅田  徹） それでは、休憩前に引

き続き、分科会を再開します。 

 第８７号議案の審査につきまして、先ほど質疑ま

で終わりましたので、討論に入りたいと思います。 

 討論はございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 私は、先ほど言いましたけど

も、市民税並びに固定資産税の超過課税については

いつまで続けるんやと。もともとが都市計画税が豊

岡市だけに、旧豊岡だけにあって不公平だから、こ

れをやめて、その財源を確保するために市民税と固

定資産税に財源を求めたということについては当

時、いろいろ議論はあったんですが、議会としても

当時の経緯はあるんですが、それをいつまで続ける

かという、終わりなき超過課税を、私はもう議会の

力ででもこれはやめさせなきゃならんと違うかと。

私は、本会議でもちょろっと言いましたけども、い

きなり固定資産税も含めて全部をやめたら５億円

という、そのことは全く理解してないわけではない

んで、まずは市民税の、特に個人市民税の超過課税

からでも廃止に踏み切るべきではないかというこ

とを思っています。 

 一方で、そういう全国でも豊岡だけという市民負

担を求めながら、我々が要求する子供の例えば医療



 33

費なんかは全国で９０％の自治体が既に何かの形

で無料化に踏み切っている。これをいろいろ市長は

言いますけども、いまだに有料化、ゼロ歳も含めて

有料というね。取るもんは取って、出すもんは出さ

んと、対市民に対してですよ、いう典型になるよう

な気がしてなりません。したがって、私は、この認

定議案については同意しかねると、この１点で。た

だ、ほかの委員会との関係もありますから、全体と

してはもう少しふえるかもしらんけども、当委員会

の関係では以上です。 

○副分科会長（浅田  徹） ほかにございませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 私のほうからは、本決算につ

いて賛成という立場での討論させていただきます。 

 今回の３０年度決算においても、歳入は対前年度

比１５．９％減ということで、超過課税約５．１億

円を収入してなお市税全体としては０．９％の減で

す。実質収支８．２億円の黒字ということではあり

ますが、歳出全体では対前年比１８％の減という結

果での黒字ということもありまして、実質単年度収

支では３．７億円の赤字ということでした。超過課

税は都市計画税の廃止に伴う市民福祉に資する代

替予算として市議会で認めてきた経緯もあります

し、市民の日々の暮らしを着実に支え続けて、災害、

コミュニティ、経済、財政の４つの危機から脱却す

るためにも、超過課税の廃止は現時点ではちょっと

同意できません。 

 今現在、３０年度も行政改革や公共施設再編など

の歳出の見直しも進められてますし、生産性向上な

どの人手不足対策や産業育成など人口減少対策に

も総合的に取り組むなど、市民福祉に資するさまざ

まな事務、事業が実施されてきました。ですので、

市民税、固定資産税の超過課税分を含む本決算は適

切妥当であり、認定すべきであると思います。以上

です。 

○副分科会長（浅田  徹） ほかにございませんか。 

 では、討論を打ち切ります。 

 それでは、賛成、反対の意見がございますので、

委員、ちょっときょうはお二人いらっしゃいません

けども、挙手による採決をいたします。 

 本案は、認定すべきものとすることに賛成の委員

の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○副分科会長（浅田  徹） 賛成者多数によりまし

て、第８７号議案は、認定すべきものと決定いたし

ました。 

 それでは、次に進めます。 

 ３の協議事項でございます。分科会の意見、要望

のまとめについてでございます。ここで、当分科会

の意見、要望として予算決算委員会に報告すべき内

容について協議をしたいというふうに思います。今

回の説明等も含めてでございますけども、いかがで

ございましょうか。どうでもつけるというふうなこ

とでもございません。非常に何か特徴的なことで、

きょうの職員の皆さんの説明等も含めてですけど

も、非常に問題、疑義がというようなところ、また、

さらには、強く改善を求めたいというふうなこと等

の内容についてということで理解するわけですけ

ども。 

 それでは、意見、要望を付するということにつき

ましてはないようでございますので、そのように決

定してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副分科会長（浅田  徹） はい、わかりました。 

 それでは、一応、これで分科会を閉会させていた

だきます。 

午後２時４９分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後２時４９分 委員会再開 

○副委員長（浅田  徹） それでは、委員会を再開

させていただきたいと思います。 

 協議事項の３、その他でございます。委員の皆さ

んから何かございましたら、ご発言をいただければ

と思います。何かその他ございませんでしょうか、

これ、委員会のほうでございますけども。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（浅田  徹） ないようでしたら、以上

をもちまして本日の総務委員会を閉会したいと思



 34 

います。 

 明日１８日水曜日でございますけども、委員会審

査は午前９時３０分から当委員会室で行いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。どうもお疲

れさまでした。どうもありがとうございました。 

午後２時５０分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


